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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置の駆動方法において、
　互いに隣接する水平走査期間の境界に非画像信号をデータ信号線に印加する一方、
　上記走査信号線を有効走査期間で選択し、その後該走査信号線を非選択にした時点から
次の有効走査期間よりも前に上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングに合わ
せて該走査信号線を選択し、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動方法
であって、
　上記非画像信号を、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号にするとと
もに、
　上記データ信号線への非画像信号の印加は、隣接するデータ信号線を互いに短絡させて
行ない、
　上記データ信号線への非画像信号の印加は、各データ信号線に固定電圧を与えることに
より行なうことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】
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　上記非画像信号の電圧極性は、該非画像信号が印加された直後の水平走査期間における
画像信号の電圧極性と同じであることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【請求項３】
　１垂直走査期間の最後に選択され、上記画素部に印加される非画像信号の極性は、該１
垂直走査期間の次の１垂直走査期間で選択される画像信号の極性と同じであることを特徴
とする請求項１または２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示輝度Ｔが、表示階調Ｌ、白
表示階調Ｌｗ、およびγ特性γに関して、Ｔ＝（Ｌ／Ｌｗ）γと略近似できるときに、
　上記プレチルト信号を、Ｌｗ×１０(－３/γ)以上を示す信号とすることを特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示輝度Ｔを示す表示階調Ｌを
γ特性γに関して、
　Ｌ＝２５５×Ｔ（１／２．２）と定義し、
　上記プレチルト信号を、Ｌ＝１２のときの階調電圧より大きい階調電圧を発生する信号
とすることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調２５６階調のうちの、１２階調以上を
示す信号とすることを特徴とする請求項４または５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調１０２４階調のうちの、４５階調以上
を示す信号とすることを特徴とする請求項４または５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　表示が白となる輝度レベルを１００％とする一方、表示が黒となる輝度レベルを０％と
した場合、上記プレチルト信号の輝度レベルを０．１％以上とすることを特徴とする請求
項１～７のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　上記の非画像信号は、互いに異なる極性間の電圧であり、
　該非画像信号の上記データ信号線への印加は、データ信号の極性反転時に行なうことを
特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　上記データ信号線における信号の極性が、１水平走査期間ごとに反転するときに、上記
データ信号線への非画像信号の印加のタイミングにあわせて該走査信号線を選択する回数
が偶数であることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　上記非画像信号のデータ信号線への印加は、１垂直走査期間ごとに極性が反転する電圧
を各データ信号線に共通に与えることにより行なうことを特徴とする請求項１～１０のい
ずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　上記非画像信号のデータ信号線への印加は、１水平走査期間ごとに極性が反転する電圧
を与えることにより行なうことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の液晶
表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　上記非画像信号のデータ信号線への印加は、１水平走査期間ごとに極性が反転するとと
もに隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性となる電圧を与えることにより行なう
ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　上記データ信号線における信号の極性は、複数の水平走査期間ごとに反転することを特



(3) JP 4800381 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　隣接する水平期間の間でデータ信号の極性が反転しない時に非画像信号をデータ信号線
に印加することを特徴とする請求項１４に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１６】
　上記データ信号線における信号の極性が、ｎ個（ここで、ｎは２以上の整数）の水平走
査期間ごとに反転するときに、上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングにあ
わせて該走査信号線を選択する回数がｎの倍数であることを特徴とする請求項１４または
１５に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１７】
　上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングにあわせて該走査信号線を選択す
る回数が２ｎの倍数であることを特徴とする請求項１６に記載の液晶表示装置の駆動方法
。
【請求項１８】
　上記データ信号線への非画像信号の印加は、各データ信号線に固定電圧を与えることに
より行ない、
　該固定電圧の極性は、上記複数の水平走査期間ごとに反転することを特徴とする請求項
１４～１７の何れか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　上記固定電圧は、複数の水平走査期間ごとに極性が反転するとともに、隣接するデータ
信号線同士に与えられる固定電圧は互いに異なる極性を有することを特徴とする請求項１
８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　オーバーシュート駆動を行なう液晶表示装置の駆動方法であって、
　画素の極性および外部から得た映像信号に基づいて、オーバーシュート駆動に用いる階
調補正量を求めることを特徴とする請求項１～１９のいずれか１項に記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項２１】
　上記画素の極性および上記外部から得た映像信号を対応付けたルックアップテーブルを
用いて上記オーバーシュート駆動に用いる階調補正量を求めることを特徴とする請求項２
０に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　オーバーシュート駆動を行なう液晶表示装置の駆動方法であって、
　外部から得た映像信号に対し上記オーバーシュート駆動によるオーバーシュート補正量
を求めた後に、上記画素の極性および上記オーバーシュート補正量を対応付けたルックア
ップテーブルを用いて階調補正量を求めることを特徴とする請求項１～１９のいずれか１
項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２３】
　バックライトを有する液晶表示装置の駆動方法であって、
　上記非画像信号のデータ信号線への印加のタイミングに合わせて、バックライトを消灯
することを特徴とする請求項１～２２のいずれか１項に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２４】
　上記データ信号線への上記非画像信号の印加時間は、上記データ信号へ印加される画像
を表示するための画像信号の印加時間に比べて短いことを特徴とする請求項１に記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【請求項２５】
　当該液晶表示装置が、電圧を印加しない状態で黒表示となるノーマリーブラックモード
の液晶表示装置であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
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記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置において、
　互いに隣接する水平走査期間の境界に非画像信号がデータ信号線に印加される一方、
　上記走査信号線が有効走査期間で選択され、その後該走査信号線が非選択された時点か
ら次の有効走査期間よりも前に上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングに合
わせて該走査信号線が選択され、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれ、
　各データ信号線に共通の固定電圧を与えることにより上記データ信号線への非画像信号
を印加する固定電圧電源を有していることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２７】
　上記非画像信号の電圧極性は、該非画像信号が印加された直後の水平走査期間における
画像信号の電圧極性と同じであることを特徴とする請求項２６に記載の液晶表示装置。
【請求項２８】
　１垂直走査期間の最後に選択され、上記画素部に印加される非画像信号の極性は、該１
垂直走査期間の次の１垂直走査期間で選択される画像信号の極性と同じになっていること
を特徴とする請求項２６または２７に記載の液晶表示装置。
【請求項２９】
　白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示輝度Ｔが、表示階調Ｌ、白
表示階調Ｌｗ、およびγ特性γに関して、Ｔ＝（Ｌ／Ｌｗ）γと略近似できるときに、
　上記プレチルト信号を、Ｌｗ×１０(－３/γ)以上を示す信号とすることを特徴とする
請求項２６～２８の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項３０】
　白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示輝度Ｔを示す表示階調Ｌを
γ特性γに関して、
　Ｌ＝２５５×Ｔ（１／２．２）と定義し、
　上記プレチルト信号を、Ｌ＝１２のときの階調電圧より大きい階調電圧を発生する信号
とすることを特徴とする請求項２６～２８の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項３１】
　上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調２５６階調のうちの、１２階調以上を
示す信号とすることを特徴とする請求項２９または３０に記載の液晶表示装置。
【請求項３２】
　上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調１０２４階調のうちの、４５階調以上
を示す信号とすることを特徴とする請求項２９または３０に記載の液晶表示装置。
【請求項３３】
　表示が白となる輝度レベルを１００％とする一方、表示が黒となる輝度レベルを０％と
した場合、上記プレチルト信号の輝度レベルが０．１％以上であることを特徴とする請求
項２６～３２のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項３４】
　上記の非画像信号は、互いに異なる極性間の電圧であり、
　該非画像信号の上記データ信号線への印加は、データ信号の極性反転時に行なわれるこ
とを特徴とする請求項２６～３３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項３５】
　上記データ信号線における信号の極性が、１水平走査期間ごとに反転しているときに、
上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングにあわせて該走査信号線を選択する
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回数が偶数となっていることを特徴とする請求項３４に記載の液晶表示装置。
【請求項３６】
　１垂直走査期間ごとに極性が反転する電圧を各データ信号線に共通に与えることにより
上記データ信号線へ非画像信号を印加する、第１の極性反転電源を有していることを特徴
とする請求項２６～３５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項３７】
　１水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を各データ信号線に共通に与えることにより
上記データ信号線へ非画像信号を印加する、第２の極性反転電源を有していることを特徴
とする請求項２６～３５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項３８】
　上記第２の極性反転電源は、１水平走査期間ごとに極性が反転するとともに、隣接する
データ信号線同士は互いに異なる極性となる電圧を各データ信号線に共通に与えることに
より上記データ信号線へ非画像信号を印加することを特徴とする請求項３７に記載の液晶
表示装置。
【請求項３９】
　上記データ信号線における信号の極性は、複数の水平走査期間ごとに反転していること
を特徴とする請求項２６～３３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項４０】
　隣接する水平期間の間でデータ信号の極性が反転しない時に非画像信号をデータ信号線
に印加していることを特徴とする請求項３９に記載の液晶表示装置。
【請求項４１】
　上記データ信号線における信号の極性が、ｎ個（ここで、ｎは２以上の整数）の水平走
査期間ごとに反転しているときに、上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミング
にあわせて該走査信号線を選択する回数がｎの倍数となっていることを特徴とする請求項
３９または４０に記載の液晶表示装置。
【請求項４２】
　上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングにあわせて該走査信号線を選択す
る回数が２ｎの倍数となっていることを特徴とする請求項４１に記載の液晶表示装置。
【請求項４３】
　上記複数の水平走査期間ごとに極性が反転している電圧を各データ信号線に与えること
により上記データ信号線へ非画像信号を印加する、第３の極性反転電源を有していること
を特徴とする請求項３９～４２の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項４４】
　上記第３の極性反転電源は、上記複数の水平走査期間ごとに極性が反転するとともに隣
接するデータ信号線同士は互いに異なる極性となる電圧を各データ信号線に与えることに
より上記データ信号線へ非画像信号を印加するものであることを特徴とする請求項４３に
記載の液晶表示装置。
【請求項４５】
　上記データ信号線への上記非画像信号の印加時間は、上記データ信号へ印加される画像
を表示するための画像信号の印加時間に比べて短くなっていることを特徴とする請求項２
６に記載の液晶表示装置。
【請求項４６】
　電圧を印加しない状態で黒表示となるノーマリーブラックモードの液晶表示装置である
ことを特徴とする請求項２６に記載の液晶表示装置。
【請求項４７】
　各画素の極性情報を検知する極性情報検知手段と、
　該極性情報および外部から得た映像信号に基づいてオーバーシュート駆動の階調補正量
を求める補正量演算手段と、をさらに有していることを特徴とする請求項２６～４４のい
ずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項４８】
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　上記画素の極性および上記外部から得た映像信号を対応付けたルックアップテーブルを
有していることを特徴とする請求項４７に記載の液晶表示装置。
【請求項４９】
　請求項４７または４８に記載の液晶表示装置を動作させるための液晶表示プログラムで
あって、
　コンピュータを上記極性情報検知手段および上記補正量演算手段として機能させるため
の液晶表示プログラム。
【請求項５０】
　請求項４９に記載の液晶表示プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒
体。
【請求項５１】
　請求項２６～４８のいずれか１項に記載の液晶表示装置と、
　テレビジョン放送を受信するチューナー部とを備えて成ることを特徴とするテレビ受像
機。
【請求項５２】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置に用いる駆動回路において、
　互いに隣接する水平走査期間の境界に非画像信号がデータ信号線に印加される一方、
　上記走査信号線が有効走査期間で選択され、その後該走査信号線が非選択された時点か
ら次の有効走査期間よりも前に上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングに合
わせて該走査信号線が選択され、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動回路
であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれ、
　各データ信号線に共通の固定電圧を与えることにより上記データ信号線への非画像信号
を印加する固定電圧電源を有していることを特徴とする駆動回路。
【請求項５３】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置に用いられ、複数のデータ信号線にデータ信号を供給する駆動回路で
あって、
　上記複数のデータ信号線に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第１の極性反転電
源を備えており、
　該第１の極性反転電源は、ゲートスタートパルス信号の当該電源への入力のタイミング
に同期して１垂直走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、該生成された電圧を上記
データ信号の極性の反転時に非画像信号として上記複数のデータ信号線に印加し、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動回路
であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれ、
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　各データ信号線に共通の固定電圧を与えることにより上記データ信号線への非画像信号
を印加する固定電圧電源を有していることを特徴とする駆動回路。
【請求項５４】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置に用いられ、複数のデータ信号線に映像信号を供給する駆動回路であ
って、
　上記複数のデータ信号線に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第２の極性反転電
源を備えており、
　該第２の極性反転電源は、ゲートクロック信号の当該電源への入力のタイミングに同期
して１水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、該生成された電圧をデータ信号
の極性の反転時に非画像信号として上記複数のデータ信号線に印加し、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動回路
であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれ、
　各データ信号線に共通の固定電圧を与えることにより上記データ信号線への非画像信号
を印加する固定電圧電源を有していることを特徴とする駆動回路。
【請求項５５】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置に用いられ、複数のデータ信号線に映像信号を供給する駆動回路であ
って、
　上記複数のデータ信号線に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第２の極性反転電
源を備えており、
　該第２の極性反転電源は、ゲートクロック信号の当該電源への入力のタイミングに同期
して１水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、上記複数のデータ信号線のうち
奇数行のデータ信号線には上記生成された電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信号
として印加する一方、上記複数のデータ信号線のうち偶数行のデータ信号線には上記生成
された電圧とは極性の異なる電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信号として印加し
、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動回路
であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれ、
　各データ信号線に共通の固定電圧を与えることにより上記データ信号線への非画像信号
を印加する固定電圧電源を有していることを特徴とする駆動回路。
【請求項５６】
　複数のデータ信号線に映像信号を供給する駆動回路であって、
　上記複数のデータ信号線にそれぞれ接続された定電圧ダイオードと、
　これら定電圧ダイオードを介して上記複数のデータ信号線に接続され、上記複数のデー
タ信号線のそれぞれに共通の固定電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信号として印
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加する固定電圧電源とを備えており、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動回路
であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれることを特徴とする駆動
回路。
【請求項５７】
　複数のデータ信号線に映像信号を供給する駆動回路であって、
　上記複数のデータ信号線に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第３の極性反転電
源を備えており、
　該第３の極性反転電源は、複数の水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、該
生成された電圧を非画像信号として上記複数のデータ信号線に印加し、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動回路
であって、
　上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号であるとと
もに、
　隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続されており、上記データ信号線への非画
像信号の印加は、データ信号線が短絡されることにより行なわれ、
　各データ信号線に共通の固定電圧を与えることにより上記データ信号線への非画像信号
を印加する固定電圧電源を有していることを特徴とする駆動回路。
【請求項５８】
　上記第３の極性反転電源は、複数の水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成する
とともに、上記複数のデータ信号線のうち奇数行のデータ信号線には上記生成された電圧
を非画像信号として印加する一方、上記複数のデータ信号線のうち偶数行のデータ信号線
には上記生成された電圧とは極性の異なる電圧を非画像信号として印加することを特徴と
する請求項５７に記載の駆動回路。
【請求項５９】
　複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上
記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置さ
れ対応する交点を通過する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデ
ータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置の駆動方法において、
　互いに隣接する水平走査期間の境界に、後半の水平走査期間において印加される画像信
号の電圧極性と同じ電圧極性の非画像信号を、データ信号線に印加し、
　電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動方法
であって、
　上記非画像信号を、上記液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号にするとと
もに、
　上記データ信号線への非画像信号の印加は、隣接するデータ信号線を互いに短絡させて
行ない、
　上記データ信号線への非画像信号の印加は、各データ信号線に固定電圧を与えることに
より行なうことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項６０】
　請求項５９に記載の駆動方法を用いた液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薄膜トランジスタ等のスイッチング素子を用いたアクティブマトリクス型の
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液晶表示装置およびこの液晶表示装置の駆動方法に関し、更に詳しくは、このような液晶
表示装置における動画表示性能の改善に関する。
【背景技術】
【０００２】
　薄型、軽量、低消費電力で高画質な表示を行なうことができる表示装置として、ＴＦＴ
（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）を使用した液晶表示装置がパーソナルコン
ピュータ、携帯電話、およびテレビなどに幅広く使用されている。このような液晶表示装
置は、通常、ＴＦＴ素子が配されたアレイ基板と、対向電極が配された対向基板間に液晶
を封止して成っている。また、近年、画質を向上させつつ、消費電力を低減した液晶表示
装置が種々提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載の液晶表示装置は、短絡回路を有しており、互いに隣接する
信号線間を短絡回路により短絡しながら、順次各画素に書き込みを行っている。これによ
り、書き込み動作直前の各信号線の電位が正極性・負極性信号電位の均一化された中間電
位となり、信号線駆動回路の消費電力を半減させている。
【０００４】
　また、特許文献２に記載の液晶装置は、隣接するデータ信号線に互いに異なる極性のデ
ータ信号を供給し、隣接するデータ信号線同士をショートさせている。これにより、各デ
ータ信号線は中間電位（プリチャージ電位）に向けて収束する。このプリチャージの際の
負荷は、データ信号線間の短絡経路の負荷のみとなり、寄生抵抗、寄生容量が小さくなる
ため、高速でのプリチャージが可能となっている。
【０００５】
　また、特許文献３に記載の表示装置は、ｎ（ｎは２以上の整数）水平走査期間周期で、
少なくとも２つの出力端子間を所定期間短絡させるよう制御された電荷回収手段を有して
いる。そして、出力端子の極性が切り替わる際に電荷回収を行なうことで、電荷回収手段
を介して電荷の再配分を行っている。これにより、表示品質の向上および消費電力の低減
を実現している。
【０００６】
　また、特許文献４に記載の駆動回路は、所定の電位より高い複数の電圧（第１の電圧）
と、所定の電位より低い複数の電圧（第２の電圧）を供給する階調電圧発生回路を有して
おり、ソースラインの奇数列およびソースラインの偶数列に対して、第１の電圧と第２の
電圧とを所定の周期で切換えて短絡させている。これにより、消費電力を効果的に低減さ
せている。
【０００７】
　また、特許文献５に記載の液晶表示装置は、ブランキング期間において、切離しスイッ
チでデジタルアナログ変換手段と出力端子とを切り離し、短絡手段により出力端子間を短
絡している。これにより、駆動信号反転時の消費電力を低減している。
【０００８】
　さらに、特許文献６に記載の駆動回路は、液晶容量への書き込みの初期時にソースライ
ン駆動部出力をソースラインから切り離し、ソースラインを所定の電位にショートさせて
いる。これにより、消費電流を低減し、ソースラインを所定のレベルまで充電／放電させ
る時間を短縮している。
【０００９】
　ところで、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube：陰極線管）のようなインパルス型の表示装置に
おいては、個々の画素に着目すると、画像が表示される点灯期間と画像が表示されない消
灯期間とが交互に繰り返される。例えば動画の表示が行われた場合にも、１画面分の画像
の書き換えが行われる際に消灯期間が挿入されるため、人間の視覚に動いている物体の残
像が生じることがない。このため、背景と物体とが明瞭に見分けられ、違和感なく動画が
視認される。
【００１０】
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　これに対し、上記した特許文献１ないし６では次のような問題が生じる。すなわち、Ｔ
ＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）を使用した液晶表示装置のようなホー
ルド型の表示装置では、個々の画素の輝度は各画素容量に保持される電圧によって決まり
、画素容量における保持電圧は、一旦書き換えられると、１フレーム期間維持される。こ
のようにホールド型の表示装置では、画素データとして画素容量に保持すべき電圧は、一
旦書き込まれると次に書き換えられるまで保持されるので、各フレームの画像は、その１
フレーム前の画像と時間的に近接することになる。これにより、動画が表示される場合に
、人間の視覚には動いている物体の残像が生じる。例えば、図５９に示すように、物体を
表す画像ＯＩが、Ａ方向（パターン移動方向）へ動いている場合、尾を引くように残像（
尾引残像）ＡＩが生じる。
【００１１】
　アクティブマトリクス型の液晶表示装置等のようなホールド型の表示装置では、動画表
示の際にこのような尾引残像ＡＩが生じるので、主として動画表示が行われるテレビ等の
ディスプレイには従来、インパルス型の表示装置が採用されるのが一般的である。ところ
が、近年、テレビ等のディスプレイについて軽量化や薄型化が強く要求されており、その
ようなディスプレイについて軽量化や薄型化が容易な液晶表示装置のようなホールド型の
液晶表示装置の採用が急速に進んでいる。
【００１２】
　従って、尾引残像ＡＩが生じない、液晶表示装置においてもホールド型からの脱却が望
まれている。このような液晶表示装置として、特許文献７には、１フレーム期間中に黒表
示を行なう期間を挿入する（黒挿入）等により液晶表示装置における表示をインパルス化
する方法が記載されている。
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開平９－２４３９９８号公報（公開日：平成９年
９月１９日）」
【特許文献２】日本国公開特許公報「特開平１１－８５１１５号公報（公開日：平成１１
年３月３０日）」
【特許文献３】日本国公開特許公報「特開２００４－２７９６２６号公報（公開日：平成
１６年１０月７日）」
【特許文献４】日本国公開特許公報「特開２００５－１２１９１１号公報（公開日：平成
１７年５月１２日）」
【特許文献５】日本国公開特許公報「特開平９－２１２１３７号公報（公開日：平成９年
８月１５日）」
【特許文献６】日本国公開特許公報「特開平１１－０３０９７５号公報（公開日：平成１
１年２月２日）」
【特許文献７】日本国公開特許公報「特開２００３－６６９１８号公報（公開日：平成１
５年３月５日）」
【特許文献８】日本国公開特許公報「特開２００４－３１０１１３号公報（公開日：平成
１６年１１月４日）」
【特許文献９】日本国公開特許公報「特開２００２－１７５０５７号公報（公開日：平成
１４年６月２１日）」
【発明の開示】
【００１３】
　しかしながら、ホールド型表示装置としてのアクティブマトリクス型液晶表示装置にお
いて、特許文献７に記載の方法によってインパルス化を実現しようとすると、黒挿入のた
めに駆動回路などが複雑化すると共に、駆動回路の動作周波数も増大し、画素容量の充電
のために確保できる時間も短くなる、という問題が生じる。
【００１４】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、駆動回路などの複
雑化や動作周波数の増大や充電効率の低下を抑えつつ表示をインパルス化できる液晶表示
装置およびその駆動方法を提供することである。
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【００１５】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線
と、これら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線
と上記複数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過
する走査信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画
素値として取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置の
駆動方法において、互いに隣接する水平走査期間の境界に非画像信号をデータ信号線に印
加する一方、上記走査信号線を有効走査期間で選択し、その後該走査信号線を非選択にし
た時点から次の有効走査期間よりも前に上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミ
ングに合わせて該走査信号線を選択することを特徴としている。
【００１６】
　また、本発明の液晶表示装置は、複数のデータ信号線と、これら複数のデータ信号線と
交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号線との交点
に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過する走査信号線が選択されている
ときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画素値として取り込む複数の画素部
と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置において、互いに隣接する水平走査
期間の境界に非画像信号がデータ信号線に印加される一方、上記走査信号線が有効走査期
間で選択され、その後該走査信号線が非選択された時点から次の有効走査期間よりも前に
上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングに合わせて該走査信号線が選択され
ることを特徴としている。
【００１７】
　ここで、非画像信号は、黒表示信号を含む、低階調表示、および低輝度表示を行なう信
号をいう。
【００１８】
　上記構成によれば、互いに隣接する水平走査期間の境界（すなわち、隣り合う１水平走
査期間と１水平走査期間との間）に非画像信号をデータ信号線に印加する一方、走査信号
線を有効走査期間で選択し、その後該走査信号線を非選択にした時点から次の有効走査期
間よりも前にデータ信号線への非画像信号の印加のタイミングに合わせて該走査信号線を
選択している。
【００１９】
　上記の「走査信号線を非選択にした時点から次の有効走査期間よりも前」とは、有効走
査期間と有効走査期間との間の期間のことをいう。つまり、有効走査期間と有効走査期間
との間の期間（非有効走査期間）に、非画像信号をデータ信号線に印加することにより、
非画像表示を行なっている。ここで、有効走査期間とは、水平走査期間のうち表示期間に
相当する期間のことをいう。具体的には、走査信号線において画素データ書込みパルスが
Ｈｉｇｈレベルになり、データ信号線のその画素に対応する画像信号が選択される期間の
ことを意味する。それゆえ、非画像表示を行なうための駆動回路をわざわざ設ける必要が
なく、かつ、画素値書き込みのための画素容量での充電時間を短縮することなく、インパ
ルス化を図ることができる。その結果、液晶表示装置の動画表示性能を高めることができ
る。さらに、非画像表示を行なうために、データ線駆動回路などの動作速度を高める必要
もない。
【００２０】
　従って、駆動回路などの複雑化や動作周波数の増大を抑えつつ表示をインパルス化でき
る液晶表示装置の駆動方法を提供することができる。
【００２１】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、電界により液晶分子の配向方向を制御す
る、垂直配向モードの液晶表示装置の駆動方法であって、上記非画像信号を、上記液晶分
子をプレチルトさせるためのプレチルト信号にすることが好ましい。
【００２２】
　また、本発明の液晶表示装置では、電界により液晶分子の配向方向を制御する、垂直配
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向モードの液晶表示装置であって、上記非画像信号は、上記液晶分子をプレチルトさせる
ためのプレチルト信号であることが好ましい。
【００２３】
　上記構成によれば、特許文献８に開示されているようなプレチルト信号を発生させる階
調信号駆動部を必要とせず、また、特別な演算処理を行うことなく容易にプレチルト信号
を生成することができる。
【００２４】
　また、垂直配向モード（ＶＡモード）の液晶分子を、上記の非画像信号によって、書き
込む場合に、非画像信号の電位を液晶分子が垂直配向状態になるまで低くしてしまうと、
数フレームにわたる応答異常を生ずることがある。
【００２５】
　すなわち、非画像信号を用いて、黒表示を含む低階調表示および低輝度表示を、画素部
に書き込む際の電圧が低ければ低いほど、液晶分子は垂直配向に近くなり、この垂直配向
状態から、正規の書き込みをするために電圧を印加すると、液晶分子の傾斜角度は、与え
る電圧の大きさでコントロールすることができるが、倒れる方向（水平方向）まではコン
トロールすることができない。
【００２６】
　この場合、液晶分子は、その時点において、エネルギー的に、安定な配向状態に一旦移
行し、その後、液晶分子同士で互いに排斥しながら、正しい水平方向に移動する。従って
、所望の配向状態（透過率）に到達するまで、すなわち、目標の階調に到達するまでに時
間がかかり、数フレームにわたる応答異常を生じる。数フレームにわたる応答異常が生じ
た場合、尾引きが生じるという問題がある。
【００２７】
　これに対して、上記構成によれば、非画像信号は、液晶分子をプレチルトさせるための
プレチルト信号となっている。これにより、液晶分子は、垂直配向からプレチルト角、傾
斜した状態になる。つまり、黒表示を含む低階調表示および低輝度表示を書き込むときの
電圧が、プレチルト角の分だけ、完全に垂直に配向した場合よりも高くなっている。従っ
て、このプレチルト角の分だけ傾斜した状態から電圧を印加させた場合、液晶分子が所望
の水平方向へ倒れ、透過率が目標の値に近づくまでの時間を短縮することができる。その
ため、応答異常を防止することができ、尾引きを改善することができる。
【００２８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを
０とした場合の表示輝度Ｔが、表示階調Ｌ、白表示階調Ｌｗ、およびγ特性γに関して、
Ｔ＝（Ｌ／Ｌｗ）γと略近似できるときに、上記プレチルト信号を、Ｌｗ×１０(－３/γ

)以上を示す信号とすることが好ましい。
【００２９】
　また、本発明の液晶表示装置では、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場
合の表示輝度Ｔが、表示階調Ｌ、白表示階調Ｌｗ、およびγ特性γに関して、Ｔ＝（Ｌ／
Ｌｗ）γと略近似できるときに、上記プレチルト信号を、Ｌｗ×１０(－３/γ)以上を示
す信号とすることが好ましい。
【００３０】
　本発明者らは、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示輝度Ｔが、
表示階調Ｌ、白表示階調Ｌｗ、およびγ特性γに関して、Ｔ＝（Ｌ／Ｌｗ）γと略近似で
きるときに、上記プレチルト信号を、Ｌｗ×１０(－３/γ)以上を示す信号とすることに
より、尾引き残像を改善できる。
【００３１】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを
０とした場合の表示輝度Ｔを示す表示階調Ｌをγ特性γに関して、Ｌ＝２５５×Ｔ（１／

２．２）と定義し、上記プレチルト信号を、Ｌ＝１２のときの階調電圧より大きい階調電
圧を発生する信号とすることが好ましい。
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【００３２】
　また、本発明の液晶表示装置では、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場
合の表示輝度Ｔを示す表示階調Ｌをγ特性γに関して、Ｌ＝２５５×Ｔ（１／２．２）と
定義し、上記プレチルト信号を、Ｌ＝１２のときの階調電圧より大きい階調電圧を発生す
る信号とすることが好ましい。
【００３３】
　本発明者らは、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示輝度Ｔを示
す表示階調Ｌをγ特性γに関して、Ｌ＝２５５×Ｔ（１／２．２）と定義し、上記プレチ
ルト信号を、Ｌ＝１２のときの階調電圧より大きい階調電圧を発生する信号とした場合に
も、尾引き残像を改善できる。
【００３４】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記プレチルト信号を、γ特性２．２、
表示階調２５６階調のうちの、１２階調以上を示す信号とすることが好ましい。また、本
発明の液晶表示装置では、上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調２５６階調の
うちの、１２階調以上を示す信号とすることが好ましい。
【００３５】
　本発明者らは、上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調２５６階調のうちの、
１２階調以上を示す信号とすれば、尾引き残像を改善できる。
【００３６】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記プレチルト信号を、γ特性２．２、
表示階調１０２４階調のうちの、４５階調以上を示す信号とすることが好ましい。また、
本発明の液晶表示装置では、上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調１０２４階
調のうちの、４５階調以上を示す信号とすることが好ましい。
【００３７】
　本発明者らは、上記プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調１０２４階調のうちの
、４５階調以上を示す信号とすれば、尾引き残像を改善できる。
【００３８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、表示が白となる輝度レベルを１００％と
する一方、表示が黒となる輝度レベルを０％とした場合、上記プレチルト信号の輝度レベ
ルを０．１％以上とすることが好ましい。
【００３９】
　また、本発明の液晶表示装置では、表示が白となる輝度レベルを１００％とする一方、
表示が黒となる輝度レベルを０％とした場合、上記プレチルト信号の輝度レベルが０．１
％以上であることが好ましい。
【００４０】
　本発明者らは、鋭意検討の結果、表示が白となる輝度レベルを１００％とする一方、表
示が黒となる輝度レベルを０％とした場合、上記プレチルト信号の輝度レベルを０．１％
以上とすることにより、尾引き残像を改善できる。
【００４１】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線への非画像信号の印加
は、隣接するデータ信号線を互いに短絡させて行なうことが好ましい。
【００４２】
　また、本発明の液晶表示装置では、隣接するデータ信号線は互いに短絡可能に接続され
ており、上記データ信号線への非画像信号の印加は、データ信号線が短絡されることによ
り行なわれることが好ましい。
【００４３】
　上記構成によれば、非画像信号のデータ信号線への印加は、隣接するデータ信号線を互
いに短絡させることにより行なっている。つまり、データ信号の極性反転時に隣接するデ
ータ信号線を短絡させることによって、データに非画像信号を印加している。それゆえ、
消費電力を低減させることができる。
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【００４４】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線への非画像信号の印加
は、各データ信号線に固定電圧を与えることにより行なうことが好ましい。
【００４５】
　また、本発明の液晶表示装置では、各データ信号線に共通の固定電圧を与えることによ
り上記データ信号線への非画像信号を印加する固定電圧電源を有していることが好ましい
。
【００４６】
　画素部内の寄生容量に基づく引き込み電圧が、輝度の高い画素を表示する場合の画素電
圧と、輝度の低い画素を表示する場合の画素電圧とでは異なる。そのため、隣接するデー
タ信号線を互いに短絡させることにより発生する電圧（非画像信号を与える電圧；チャー
ジシェア電圧ともいう）が、表示階調により異なってしまう。その結果、表示のパターン
によっては、ユーザに表示のパターンの影が視認されるという問題が生じる。
【００４７】
　これに対して、上記構成のように、固定電圧を与えて、非画像信号を印加することによ
り、データ信号線の電圧を常に同一にすることができ、表示のパターンの影が視認される
ことを改善できる。
【００４８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記の非画像信号は、互いに異なる極性
間の電圧であり、該非画像信号の上記データ信号線への印加は、データ信号の極性反転時
に行なうことが好ましい。
【００４９】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記の非画像信号は、互いに異なる極性間の電圧で
あり、該非画像信号の上記データ信号線への印加は、データ信号の極性反転時に行なわれ
ることが好ましい。
【００５０】
　上記構成によれば、非画像信号は互いに異なる極性間の電圧であり、非画像信号のデー
タ信号線への印加を、データ信号の極性反転時に行なっている。従って、いわゆるドット
反転駆動の極性反転のタイミングに合わせて、非画像信号を印加することができ、回路を
簡略化することができる。
【００５１】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線における信号の極性が
、１水平走査期間ごとに反転するときに、上記データ信号線への非画像信号の印加のタイ
ミングにあわせて該走査信号線を選択する回数が偶数であることが好ましい。
【００５２】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記データ信号線における信号の極性が、１水平走
査期間ごとに反転しているときに、上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミング
にあわせて該走査信号線を選択する回数が偶数となっていることが好ましい。
【００５３】
　上記の構成によれば、各走査信号線において、負から正へ反転する間の非画像信号が選
択される回数、および、正から負への反転する間の非画像信号が選択される回数を等しく
することができる。これによって、隣接する画素間の充電率の差を小さくすることができ
、走査線ごとに生じる表示ムラを改善しつつ、表示をインパルス化できる液晶表示装置の
駆動方法を提供することができる。
【００５４】
　なお、連続する水平期間毎に非画像信号を選択することがより好ましい。１水平期間毎
に画像信号の極性が反転するので、これにより隣接する走査線間において、印加される非
画像信号の特性をそろえる、すなわち極性の偏りを無くすことができる。
【００５５】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記非画像信号のデータ信号線への印加
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は、１垂直走査期間ごとに極性が反転する電圧を各データ信号線に共通に与えることによ
り行なうことが好ましい。
【００５６】
　また、本発明の液晶表示装置では、１垂直走査期間ごとに極性が反転する電圧を各デー
タ信号線に共通に与えることにより上記データ信号線へ非画像信号を印加する、第１の極
性反転電源を有していることが好ましい。
【００５７】
　上記構成によれば、固定電圧を各データ信号線に共通に与えたことにより生じる効果に
加えて、１垂直走査期間ごとにデータ信号線に印加する非画像信号の極性を反転させてい
るので、焼き付きを防止することができる。
【００５８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記非画像信号のデータ信号線への印加
は、１水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を与えることにより行なうことが好ましい
。
【００５９】
　また、本発明の液晶表示装置では、１水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を各デー
タ信号線に共通に与えることにより上記データ信号線へ非画像信号を印加する、第２の極
性反転電源を有していることが好ましい。
【００６０】
　上記構成によれば、固定電圧を各データ信号線に共通に与えたことにより生じる効果に
加えて、１水平走査期間ごとにデータ信号線に印加する非画像信号の極性を反転させてい
るので、焼きつきを防止することができる。
【００６１】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記非画像信号のデータ信号線への印加
を、隣接するデータ信号線同士を互いに短絡させて、１水平走査期間ごとに極性が反転す
るとともに隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性となる電圧を与えることにより
行なうことが好ましい。
【００６２】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記第２の極性反転電源は、１水平走査期間ごとに
極性が反転するとともに、隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性となる電圧を各
データ信号線に共通に与えることにより、上記データ信号線へ非画像信号を印加すること
が好ましい。
【００６３】
　上記構成によれば、いわゆるドット反転駆動にて駆動させることができるので、焼き付
きを防止するとともに、フリッカを防止できる。
【００６４】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記非画像信号の電圧極性は、該非画像
信号が印加された直後の水平走査期間における画像信号の電圧極性と同じであることが好
ましい。
【００６５】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記非画像信号の電圧極性は、該非画像信号が印加
された直後の水平走査期間における画像信号の電圧極性と同じであることが好ましい。
【００６６】
　上記構成によれば、非画像信号の極性を、後に続く水平走査期間のデータ信号の極性と
等しくすることにより、充電率向上に有利となる。
【００６７】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、１垂直走査期間の最後に選択され、上記
画素部に印加される非画像信号の極性は、該１垂直走査期間の次の１垂直走査期間で選択
される画像信号の極性と同じであることが好ましい。
【００６８】



(16) JP 4800381 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

　また、本発明の液晶表示装置では、１垂直走査期間の最後に選択され、上記画素部に印
加される非画像信号の極性は、該１垂直走査期間の次の１垂直走査期間で選択される画像
信号の極性と同じになっていることが好ましい。
【００６９】
　上記構成によれば、後の垂直走査期間（フレーム）において画素部に印加する画像信号
の極性と、前の垂直走査期間（フレーム）で画素部に印加する最後の非画像信号（プレチ
ルト信号）の極性とが、同じ極性であることにより、画素の充電率向上に有利となる。
【００７０】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線における信号の極性は
、複数の水平走査期間ごとに反転することが好ましい。
【００７１】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記データ信号線における信号の極性は、複数の水
平走査期間ごとに反転することが好ましい。
【００７２】
　上記構成によれば、１水平走査期間ごとにデータ信号の極性を反転させる場合と比較し
て、たとえば、パソコンのマイクロソフト社製ＯＳウィンドウズ（登録商標）終了画面の
市松ドット画面や、１ドットでは表現できない輝度の階調を、数ピクセルの組み合わせ（
タイルパターン）によって表現するディザリング画面などにおいて、フリッカーなどが発
生してキラーパターンとなる可能性を少なくすることができる。
【００７３】
　なお、非画像信号の極性を後に続く水平走査期間のデータ信号の極性と等しくすること
が好ましい。これにより、充電率向上に有利となる。
【００７４】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、隣接する水平期間の間でデータ信号の極
性が反転しない時に非画像信号をデータ信号線に印加することが好ましい。
【００７５】
　また、本発明の液晶表示装置では、隣接する水平期間の間でデータ信号の極性が反転し
ない時に非画像信号をデータ信号線に印加していることが好ましい。
【００７６】
　上記構成によれば、複数の水平走査期間ごとにデータ信号の極性を反転させる場合にも
、１水平走査期間ごとに走査信号線を選択して、非画像信号を印加することができる。つ
まり、データ信号線における信号の極性が反転する時だけではなく、極性が反転しない時
にも、非画像信号を印加する。これによって、非画像信号が画素に印加される始めと終り
のタイミングやトータルの時間を各走査信号線において合わせ易くすることができる。ま
た、極性反転しないときに非画像信号を印加することで、極性反転した直後の水平走査期
間の充電率とその後の水平走査期間の充電率とをあわせやすくすることができるため、上
記複数の水平走査期間毎に発生するムラ（たとえば２Ｈ反転であれば走査線２本毎のムラ
）を防止することができる。
【００７７】
　なお、上記の構成において、データ信号線におけるデータ信号の極性が反転する時に入
力された非画像信号が選択される回数が各走査信号線において等しくなることが好ましい
。また、データ信号線におけるデータ信号の極性が反転しない時に入力された非画像信号
が選択される回数が各走査信号線において等しくなることが好ましい。
【００７８】
　そのために、本発明の液晶表示装置の駆動方法においては、上記データ信号線における
信号の極性が、ｎ個（ここで、ｎは２以上の整数）の水平走査期間ごとに反転するときに
、上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミングにあわせて該走査信号線を選択す
る回数がｎの倍数であることが好ましい。
【００７９】
　また、本発明の液晶表示装置においては、上記データ信号線における信号の極性が、ｎ
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個（ここで、ｎは２以上の整数）の水平走査期間ごとに反転しているときに、上記データ
信号線への非画像信号の印加のタイミングにあわせて該走査信号線を選択する回数がｎの
倍数となっていることが好ましい。
【００８０】
　上記構成によれば、隣接する走査線間において、極性が反転するときに印加される非画
像信号の数と、極性が反転しないときに印加される非画像信号の数とをそろえることがで
きる。これによって、隣接する画素間の充電率の差を小さくすることができ、走査線ごと
に生じる表示ムラを改善しつつ、表示をインパルス化できる液晶表示装置を提供すること
ができる。
【００８１】
　なお、連続する水平期間毎に非画像信号を選択することがより好ましい。これによれば
、ｎ個の水平期間で画像信号極性が反転する数と極性反転しない数が各走査線において一
定となるので、隣接する走査線間において、印加される非画像信号の特性をそろえること
ができる。
【００８２】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線への非画像信号の印加
のタイミングにあわせて該走査信号線を選択する回数が２ｎの倍数であることが好ましい
。
【００８３】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記データ信号線への非画像信号の印加のタイミン
グにあわせて該走査信号線を選択する回数が２ｎの倍数となっていることが好ましい。
【００８４】
　上記構成によれば、各走査信号線においてデータ信号の極性が反転する場合の、負から
正へ反転する間の非画像信号が選択される回数、および、正から負への反転する間の非画
像信号が選択される回数を等しくすることができるとともに、信号の極性が反転しない場
合の、正と正との間に印加される非画像信号が選択される回数、および、負と負との間に
印加される非画像信号が選択される回数を等しくすることができる。これによって、隣接
する画素間の充電率の差をより小さくすることができ、走査線ごとに生じるムラをより改
善することができる。
【００８５】
　なお、連続する水平期間毎に非画像信号を選択することがより好ましい。これによれば
、２ｎ個の水平期間周期で画像信号の極性が反転するので、隣接する走査線間において、
印加される非画像信号の特性をそろえる、すなわち極性の偏りを無くすことができる。
【００８６】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線への非画像信号の印加
は、各データ信号線に固定電圧を与えることにより行ない、該固定電圧の極性は、上記複
数の水平走査期間ごとに反転することが好ましい。
【００８７】
　本発明の液晶表示装置では、上記複数の水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を各デ
ータ信号線に与えることにより上記データ信号線へ非画像信号を印加する、第３の極性反
転電源を有していることが好ましい。
【００８８】
　上記構成によれば、固定電圧を各データ信号線に与えたことにより生じる効果に加えて
、複数の水平走査期間ごとにデータ信号線に印加する非画像信号の極性を反転させている
ので、焼きつきを防止することができる。
【００８９】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記固定電圧は、複数の水平走査期間ご
とに極性が反転するとともに、隣接するデータ信号線同士に与えられる固定電圧は互いに
異なる極性を有することが好ましい。
【００９０】
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　本発明の液晶表示装置では、上記第３の極性反転電源は、上記複数の水平走査期間ごと
に極性が反転するとともに隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性となる電圧を各
データ信号線に与えることにより上記データ信号線へ非画像信号を印加するものであるこ
とが好ましい。
【００９１】
　上記構成によれば、いわゆるドット反転駆動にて駆動させることができるので、焼き付
きを防止するとともに、フリッカを防止できる。
【００９２】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、オーバーシュート駆動を行なう液晶表示
装置の駆動方法であって、画素の極性および外部から得た映像信号に基づいて、オーバー
シュート駆動に用いる階調補正量を求めることが好ましい。
【００９３】
　また、本発明の液晶表示装置では、各画素の極性情報を検知する極性情報検知手段と、
該極性情報および外部から得た映像信号に基づいてオーバーシュート駆動の階調補正量を
求める補正量演算手段と、をさらに有していることが好ましい。
【００９４】
　通常、オーバーシュート駆動は、開始階調と目的階調とから適切な階調補正量（ＯＳ量
）を演算して、行なっている。また、液晶分子のプレチルト角が非常に小さい場合には、
液晶分子が倒れる方向が定まらないため、階調補正量を求めるためには、この点を考慮に
入れた特別な補正アルゴリズムを構築する必要がある。そのため、回路規模が大きくなる
か、または、リアルタイムでの演算が困難になるという問題がある。これに対して、上記
構成によれば、画素の極性および外部から得た映像信号に基づいて、オーバーシュート駆
動に用いる階調補正量を求めている。そのため、特別な補正アルゴリズムを用いることな
く、階調補正量を求めることができると共に、既存のオーバーシュート駆動をほぼそのま
ま用いることができる。
【００９５】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記画素の極性および上記外部から得た
映像信号を対応付けたルックアップテーブルを用いて上記オーバーシュート駆動に用いる
階調補正量を求めることが好ましい。
【００９６】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記画素の極性および上記外部から得た映像信号を
対応付けたルックアップテーブルを有していることが好ましい。
【００９７】
　上記構成によれば、画素の極性と外部から得た映像信号とから、ルックアップテーブル
を参照するだけで、階調補正量を求めることができる。
【００９８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、バックライトを有する液晶表示装置の駆
動方法であって、上記非画像信号のデータ信号線への印加のタイミングに合わせて、バッ
クライトを消灯することが好ましい。
【００９９】
　非画像信号をデータ信号線に印加した場合に、その電位が輝度アップにつながり、黒輝
度が浮いてくるという問題が生じる。これに対して、上記のようにバックライトを消灯さ
せれば、この黒輝度の浮きが視認されることを防止することができる。
【０１００】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法では、上記データ信号線への上記非画像信号の
印加時間は、上記データ信号へ印加される画像を表示するための画像信号の印加時間に比
べて短いことが好ましい。
【０１０１】
　また、本発明の液晶表示装置では、上記データ信号線への上記非画像信号の印加時間は
、上記データ信号へ印加される画像を表示するための画像信号の印加時間に比べて短くな
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っていることが好ましい。
【０１０２】
　特許文献９には、１フレーム期間内に各ゲートライン（走査信号線）が少なくとも２回
選択され、該ゲートラインに接続された画素に、各画素の状態をそろえるための消去電圧
および表示すべき画像に対応した階調電圧がそれぞれ少なくとも１回ずつ書き込まれるよ
うにした液晶表示装置が開示されている。この液晶表示装置によれば、表示画像の残像を
抑制して良好な動画表示を得ることができる。しかし、この液晶表示装置では、ソースラ
インに供給される電圧は、画像信号に基づく階調電圧と黒化電圧との間で交互に切換えら
れ、階調電圧の印加のために各ゲートラインが選択される期間は、１フレーム期間をゲー
トラインの本数で割った時間のさらに半分の時間となっている。このように、階調電圧に
よる画素容量の充電のための時間が短くなると、充電不足が発生することが懸念される。
【０１０３】
　そこで、上記構成のように、データ信号線に印加される非画像信号の印加時間を、画像
信号の印加時間に比べて短くすることで、各画素における画像信号の充電不足を抑えなが
ら表示をインパルス化することが可能となる。特に画面サイズの大型化や高精細化に伴う
データ信号線等の負荷増大時や、フレーム周波数の高速化によるさらなる動画視認性改善
を行う場合の画像信号の印加時間の縮小時に、上記構成は好適となる。
【０１０４】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法においては、当該液晶表示装置が、電圧を印加
しない状態で黒表示となるノーマリーブラックモードの液晶表示装置であることが好まし
い。
【０１０５】
　また、本発明の液晶表示装置は、電圧を印加しない状態で黒表示となるノーマリーブラ
ックモードの液晶表示装置であることが好ましい。
【０１０６】
　上記構成によれば、ノーマリーブラックモードの液晶表示装置とすることで、例えば、
非画像信号をチャージシェア電位とする場合において、容易に黒挿入表示が可能となると
ともに、消費電力的にも有利な表示装置を構成することができる。
【０１０７】
　また、本発明の液晶表示プログラムは、上記液晶表示装置を動作させるための液晶表示
プログラムであって、コンピュータを上記極性情報検知手段および上記補正量演算手段と
して機能させる液晶表示プログラムであることが好ましい。
【０１０８】
　また、本発明のコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、上記液晶表示プログラムを記
録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であることが好ましい。
【０１０９】
　また、本発明のテレビ受像機は、上記液晶表示装置とテレビジョン放送を受信するチュ
ーナー部とを備えて成ることが好ましい。
【０１１０】
　また、本発明の駆動回路は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線と、これ
ら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線と上記複
数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過する走査
信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画素値とし
て取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置に用いる駆
動回路において、互いに隣接する水平走査期間の境界に非画像信号がデータ信号線に印加
される一方、上記走査信号線が有効走査期間で選択され、その後該走査信号線が非選択さ
れた時点から次の有効走査期間よりも前に上記データ信号線への非画像信号の印加のタイ
ミングに合わせて該走査信号線が選択されることを特徴としている。
【０１１１】
　上記構成によれば、互いに隣接する水平走査期間の境界に非画像信号をデータ信号線に
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印加する一方、走査信号線を有効走査期間で選択し、その後該走査信号線を非選択にした
時点から次の有効走査期間よりも前にデータ信号線への非画像信号の印加のタイミングに
合わせて該走査信号線を選択している。
【０１１２】
　つまり、有効走査期間と有効走査期間との間の期間（非有効走査期間）に、非画像信号
をデータ信号線に印加することにより、非画像表示を行なっている。ここで、有効走査期
間とは、水平走査期間のうち表示期間に相当する期間のことをいう。具体的には、走査信
号線において画素データ書込みパルスがＨｉｇｈレベルになる期間のことを意味する。そ
れゆえ、非画像表示を行なうための駆動回路をわざわざ設ける必要がなく、かつ、画素値
書き込みのための画素容量での充電時間を短縮することなく、インパルス化を図ることが
できる。その結果、液晶表示装置の動画表示性能を高めることができる。さらに、非画像
表示を行なうために、データ線駆動回路などの動作速度を高める必要もない。
【０１１３】
　従って、本発明の駆動回路を使用すれば、駆動回路などの複雑化や動作周波数の増大を
抑えつつ表示をインパルス化できる液晶表示装置を実現することができる。
【０１１４】
　また、本発明の駆動回路は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線と、これ
ら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線と上記複
数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過する走査
信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画素値とし
て取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置に用いられ
、複数のデータ信号線にデータ信号を供給する駆動回路であって、上記複数のデータ信号
線に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第１の極性反転電源を備えており、該第１
の極性反転電源は、ゲートスタートパルス信号の当該電源への入力のタイミングに同期し
て１垂直走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、該生成された電圧を上記データ信
号の極性の反転時に非画像信号として上記複数のデータ信号線に印加することを特徴とし
ている。
【０１１５】
　ここで、ゲートスタートパルス信号とは、ゲートドライバのシフトレジスタの動作を開
始するために液晶表示装置の表示制御回路で生成された信号である。
【０１１６】
　上記構成によれば、駆動回路は、非画像信号としてデータ信号線に印加する電圧を１垂
直走査期間ごとに反転させる第１の極性反転電源を備えている。つまり、データ信号線に
印加する電圧をフレーム反転させている。従って、電圧が片側極性となることにて生じる
焼き付きを防止することができる。
【０１１７】
　また、本発明の駆動回路は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線と、これ
ら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線と上記複
数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過する走査
信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画素値とし
て取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置に用いられ
、複数のデータ信号線に映像信号を供給する駆動回路であって、上記複数のデータ信号線
に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第２の極性反転電源を備えており、該第２の
極性反転電源は、ゲートクロック信号の当該電源への入力のタイミングに同期して１水平
走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、該生成された電圧をデータ信号の極性の反
転時に非画像信号として上記複数のデータ信号線に印加することを特徴としている。
【０１１８】
　ここで、ゲートクロック信号とは、ゲートドライバのシフトレジスタがシフト動作する
タイミングを制御するために液晶表示装置の表示制御回路で生成された信号である。
【０１１９】
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　上記構成によれば、駆動回路は、非画像信号としてデータ信号線に印加する電圧を１水
平走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成可能な第２の極性反転電源を備えている。つ
まり、データ信号線に印加する電圧をライン反転させている。従って、電圧が片側極性と
なることにて生じる焼き付きを防止することができる。
【０１２０】
　また、本発明の駆動回路は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線と、これ
ら複数のデータ信号線と交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線と上記複
数の走査信号線との交点に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過する走査
信号線が選択されているときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画素値とし
て取り込む複数の画素部と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置に用いられ
、複数のデータ信号線に映像信号を供給する駆動回路であって、上記複数のデータ信号線
に接続され、極性反転する電圧を生成可能な第２の極性反転電源を備えており、該第２の
極性反転電源は、ゲートクロック信号の入力のタイミングに同期して１水平走査期間ごと
に極性が反転する電圧を生成し、上記複数のデータ信号線のうち奇数行のデータ信号線に
は上記生成された電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信号として印加する一方、上
記複数のデータ信号線のうち偶数行のデータ信号線には上記生成された電圧とは極性の異
なる電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信号として印加することを特徴としている
。
【０１２１】
　上記構成によれば、駆動回路は、奇数行のデータ信号線には上記生成された電圧をデー
タ信号の極性の反転時に非画像信号として印加する一方、偶数行のデータ信号線には上記
生成された電圧とは極性の異なる電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信号として印
加する第２の極性反転電源を備えている。つまり、データ信号線に印加する電圧をドット
反転させている。従って、電圧が片側極性となることにて生じる焼き付きを防止すること
ができると共に、フリッカを防止することができる。
【０１２２】
　また、本発明の駆動回路は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線に映像信
号を供給する駆動回路であって、上記複数のデータ信号線にそれぞれ接続された定電圧ダ
イオードと、これら定電圧ダイオードを介して上記複数のデータ信号線に接続され、上記
複数のデータ信号線のそれぞれに共通の固定電圧をデータ信号の極性の反転時に非画像信
号として印加する固定電圧電源とを備えていることを特徴としている。上記構成によれば
、定電圧ダイオードを介して、固定電圧電源とデータ信号線とを接続させている。そして
、この定電圧ダイオードに電圧を蓄積することができるので、より簡易な構造で電圧のド
ット反転を実現することができる。
【０１２３】
　また、本発明の駆動回路は、上記課題を解決するために、複数のデータ信号線に映像信
号を供給する駆動回路であって、上記複数のデータ信号線に接続され、極性反転する電圧
を生成可能な第３の極性反転電源を備えており、該第３の極性反転電源は、複数の水平走
査期間ごとに極性が反転する電圧を生成し、該生成された電圧を非画像信号として上記複
数のデータ信号線に印加することを特徴としている。
【０１２４】
　ここで、上記電圧の極性は、極性反転を決定するためのリバース信号の第３の極性反転
電源への入力のタイミングに同期して極性を反転する。
【０１２５】
　上記構成によれば、駆動回路は、非画像信号としてデータ信号線に印加する電圧を複数
の水平走査期間ごとに極性が反転する電圧を生成可能な第３の極性反転電源を備えている
。つまり、データ信号線に印加する電圧をライン反転させている。従って、電圧が片側極
性となることにて生じる焼き付きを防止することができる。
【０１２６】
　また、本発明の駆動回路では、上記第３の極性反転電源は、複数の水平走査期間ごとに
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極性が反転する電圧を生成するとともに、上記複数のデータ信号線のうち奇数行のデータ
信号線には上記生成された電圧を非画像信号として印加する一方、上記複数のデータ信号
線のうち偶数行のデータ信号線には上記生成された電圧とは極性の異なる電圧を非画像信
号として印加することが好ましい。
【０１２７】
　上記構成によれば、駆動回路は、奇数行のデータ信号線には上記生成された電圧を非画
像信号として印加する一方、偶数行のデータ信号線には上記生成された電圧とは極性の異
なる電圧を非画像信号として印加する第３の極性反転電源を備えている。つまり、データ
信号線に印加する電圧をドット反転させている。従って、電圧が片側極性となることにて
生じる焼き付きを防止することができると共に、フリッカを防止することができる。
【０１２８】
　また、本発明の液晶表示装置の駆動方法は、複数のデータ信号線と、これら複数のデー
タ信号線と交差する複数の走査信号線と、上記複数のデータ信号線と上記複数の走査信号
線との交点に対応してマトリクス状に配置され対応する交点を通過する走査信号線が選択
されているときに対応する交点を通過するデータ信号線の電圧を画素値として取り込む複
数の画素部と、を備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置の駆動方法において、互
いに隣接する水平走査期間の境界に、後半の水平走査期間において印加される画像信号の
電圧極性と同じ電圧極性の非画像信号を、データ信号線に印加することを特徴とする。
【０１２９】
　上記構成によれば、互いに隣接する水平走査期間の境界に印加される非画像信号の電圧
極性が、隣接する水平走査期間の後半側の水平走査期間において印加される画像信号の電
圧極性と同じであることにより、画素の充電率向上に有利となる。
【０１３０】
　また、本発明の液晶表示装置は、上記の駆動方法を用いて駆動されるものであってもよ
い。これによれば、画素の充電率向上に有利となる。
【０１３１】
　本発明のさらに他の目的、特徴、および優れた点は、以下に示す記載によって十分わか
るであろう。また、本発明の利益は、添付図面を参照した次の説明で明白になるであろう
。
【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】（ａ）はアナログ電圧信号を示す波形図であり、（ｂ）はチャージシェア制御信
号を示す波形図であり、（ｃ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｄ）はゲートライン
ＧＬｊに印加される走査信号Ｇ（ｊ）を示す波形図であり、（ｅ）はゲートラインＧｊ＋
１に印加される走査信号Ｇ（ｊ＋１）を示す波形図であり、（ｆ）は画素の輝度を示す波
形図である。なお、これらの波形図は、本発明の第１の実施の形態の液晶表示装置に関す
るものである。
【図２】本実施の形態の液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロック図で
ある。
【図３】図２に示すソースドライバの構成を示すブロック図である。
【図４】図３に示すソースドライバの出力部を示す回路図である。
【図５（ａ）】図２に示すゲートドライバの構成を示すブロック図である。
【図５（ｂ）】図５（ａ）のゲートドライバ用ＩＣチップの構成を示すブロック図である
。
【図６】（ａ）はゲートスタートパルス信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はゲート
クロック信号ＧＣＫを示す波形図であり、（ｃ）はシフトレジスタの初段の出力信号Ｑ１
を示す波形図であり、（ｄ）は先頭のゲートドライバ用ＩＣチップ４１１に与えられるゲ
ートドライバ出力制御信号ＧＯＥ１を示す波形図であり、（ｅ）はゲートラインＧＬ１に
印加される走査信号Ｇ（１）を示す波形図であり、（ｆ）はゲートラインＧＬ２に印加さ
れる走査信号Ｇ（２）を示す波形図である。
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【図７】各画素形成部におけるＴＦＴのゲート・ドレイン間に存在する寄生容量を示す図
である。
【図８】（ａ）はゲートラインＧＬｊに印加される走査信号Ｇ（ｊ）の電圧であるゲート
電圧Ｖｇ（ｊ）を示す波形図であり、（ｂ）は画素形成部５における画素電極Ｅｐの電圧
（画素電圧）Ｖｄを示す波形図である。
【図９】輝度の高い画素を表示する場合の画素電圧（高輝度画素電圧）Ｖｄ（Ｂ）の電圧
波形Ｗｄ（Ｂ）と、輝度の低い画素を表示する場合の画素電圧（低輝度画素電圧）Ｖｄ（
Ｄ）の電圧波形Ｗｄ（Ｄ）と、高輝度画素電圧Ｖｄ（Ｂ）を与えるためのデータ信号の電
圧（高輝度ソース電圧）Ｖｓ（Ｂ）の電圧波形Ｗｓ（Ｂ）と、低輝度画素電圧Ｖｄ（Ｄ）
を与えるためのデータ信号の電圧（低輝度ソース電圧）Ｖｓ（Ｄ）の電圧波形Ｗｓ（Ｄ）
と、を示す波形図である。
【図１０】黒電圧としてのチャージシェア電圧Ｖｃｓｈの書き込みに基づく表示パターン
Ｄｐａｔに相当する影のパターンＳｐａｔを示す図である。
【図１１】ソースドライバの出力部の図４とは異なる、他の構成を示す回路図である。
【図１２】ソースドライバの出力部の図４とは異なる、さらに他の構成を示す回路図であ
る。
【図１３（ａ）】垂直配向状態の液晶分子を示す模式図である。
【図１３（ｂ）】図１３（ａ）の状態から高電圧を印加した場合の液晶分子の配向状態を
示す模式図である。
【図１４】垂直配向状態の液晶分子に電圧を印加することによる液晶分子の傾斜角度の制
御の様子を示す図である。
【図１５】垂直配向状態の液晶分子に電圧を印加した場合の液晶分子の転倒方向を上から
見た平面図である。
【図１６】液晶を傾斜配向させるための構成を示す図である。
【図１７（ａ）】黒信号電位、黒書き込み電位、および点灯状態の電位を示す電圧－フレ
ームの関係図である。
【図１７（ｂ）】黒から点灯状態への階調の変化および黒書き込みから点灯状態への階調
の変化を示すグラフである。
【図１８（ａ）】電圧－フレームの関係図であり、図１７（ａ）に対応した図である。
【図１８（ｂ）】チャージシェアインパルス駆動の黒から点灯状態への階調の変化および
黒書き込みから点灯状態への階調の変化を示すグラフであり、図１７（ｂ）に対応した図
である。
【図１９】縦軸を規格化輝度とする一方、横軸を階調した場合の、所望の輝度および階調
の範囲を示す図である。
【図２０（ａ）】図１９に示す所望の輝度および階調の範囲とした場合の電圧－フレーム
の関係図であり、図１８（ａ）に対応した図である。
【図２０（ｂ）】図１９に示す所望の輝度および階調の範囲とした場合の黒から点灯状態
への階調の変化および黒書き込みから点灯状態への階調の変化を示すグラフであり、図１
８（ｂ）に対応した図である。
【図２１】プレチルト信号を２５６階調（γ２．２）中、１２階調以上に設定して黒書き
込みを行なうことにより、液晶分子２０が垂直配向状態からやや傾斜した状態から転倒す
る様子を示す図である。
【図２２】水平方位角方向を制御できない場合の、ＯＳ駆動回路を示すブロック図である
。
【図２３】水平方位角方向を制御できる場合の、ＯＳ駆動回路を示すブロック図である。
【図２４】黒書き込みを行なう場合の、理想的な電圧とフレームとの関係を示すグラフで
ある。
【図２５】黒書き込みを固定電位にて行なう場合の、電圧とフレームとの関係を示すグラ
フである。
【図２６】図２５に示す電圧とフレームとの関係から、アナログ電圧を調整してプラス極
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性とマイナス極性での実効値を補正した電圧とフレームとの関係を示すグラフである。
【図２７】ＯＳ駆動回路の概略構成を示すブロック図である。
【図２８】画素の極性情報と画素の位置情報である番地との関係を示す図である。
【図２９】図２７に示すＬＵＴの構成を示す図である。
【図３０】他のＯＳ駆動回路の概略構成を示すブロック図である。
【図３１】図３０に示すＬＵＴの構成を示す図である。
【図３２】図２５に示す電圧とフレームとの関係から、図２７に示すＯＳ駆動回路を用い
て極性値をデジタル補正した電圧とフレームとの関係を示すグラフである。
【図３３】バックライトの概略構成を示す図である。
【図３４】（ａ）は、１Ｖにおける、あるゲートラインＧＬｊに印加される走査信号の波
形図であり、（ｂ）は、１Ｖにおける、バックライトの点灯・消灯とを示す波形図である
。
【図３５】テレビジョン受信機用の液晶表示装置の回路ブロックを示す図である。
【図３６】チューナー部と表示装置との信号のやりとりを示すブロック図である。
【図３７】液晶表示装置を用いたテレビジョン受信機を示す分解斜視図である。
【図３８】ソースドライバの出力部の他の構成を示す回路図である。
【図３９】（ａ）はゲートスタートパルス信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はチャ
ージシェア制御信号を示す波形図であり、（ｃ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｄ
）は同じくデータ信号を示す波形図である。
【図４０】ソースドライバの出力部の他の構成を示す回路図である。
【図４１】（ａ）はゲートスタートパルス信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はゲー
トクロック信号を示す波形図であり、（ｃ）はチャージシェア制御信号を示す波形図であ
り、（ｄ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｅ）は同じくデータ信号を示す波形図で
ある。
【図４２】ソースドライバの出力部の他の構成を示す回路図である。
【図４３】（ａ）はゲートスタートパルス信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はゲー
トクロック信号を示す波形図であり、（ｃ）はチャージシェア制御信号を示す波形図であ
り、（ｄ）は同じくチャージシェア制御信号を示す波形図であり、（ｅ）はデータ信号を
示す波形図であり、（ｆ）は同じくデータ信号を示す波形図である。
【図４４】ソースドライバの出力部の他の構成を示す回路図である。
【図４５】（ａ）はゲートスタートパルス信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はゲー
トクロック信号を示す波形図であり、（ｃ）はチャージシェア制御信号を示す波形図であ
り、（ｄ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｅ）は同じくデータ信号を示す波形図で
ある。
【図４６】ソースドライバの出力部の他の構成を示す回路図である。
【図４７】（ａ）はゲートスタートパルス信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はゲー
トクロック信号を示す波形図であり、（ｃ）はチャージシェア制御信号を示す波形図であ
り、（ｄ）はアナログ電圧信号を示す波形図であり、（ｅ）は同じくアナログ電圧信号を
示す波形図であり、（ｆ）は非画像信号を示す波形図であり、（ｇ）は同じく非画像信号
を示す波形図であり、（ｈ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｉ）は同じくデータ信
号を示す波形図である。
【図４８】第２の実施の形態の液晶表示装置における各信号の波形図である。（ａ）はア
ナログ電圧信号を示す波形図であり、（ｂ）はチャージシェア制御信号を示す波形図であ
り、（ｃ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｄ）はゲートラインＧＬｊに印加される
走査信号Ｇ（ｊ）を示す波形図であり、（ｅ）はゲートラインＧｊ＋１に印加される走査
信号Ｇ（ｊ＋１）を示す波形図であり、（ｆ）は画素の輝度を示す波形図である。
【図４９（ａ）】２Ｈドット反転を模式的に示す図である。
【図４９（ｂ）】２Ｈライン反転を模式的に示す図である。
【図４９（ｃ）】４Ｈドット反転を模式的に示す図である。
【図５０】第２の実施の形態の液晶表示装置における各信号の波形図の他の例である。（
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ａ）はアナログ電圧信号を示す波形図であり、（ｂ）はチャージシェア制御信号を示す波
形図であり、（ｃ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｄ）はゲートラインＧＬｊに印
加される走査信号Ｇ（ｊ）を示す波形図であり、（ｅ）はゲートラインＧｊ＋１に印加さ
れる走査信号Ｇ（ｊ＋１）を示す波形図であり、（ｆ）は画素の輝度を示す波形図である
。
【図５１】第２の実施の形態の液晶表示装置における各信号の波形図のさらに他の例であ
る。（Ａ）は、リバース信号ＲＥＶを示す波形図であり、（ａ）はアナログ電圧信号を示
す波形図であり、（ｂ）はチャージシェア制御信号を示す波形図であり、（ｃ）はデータ
信号を示す波形図であり、（ｄ）はゲートラインＧＬｊに印加される走査信号Ｇ（ｊ）を
示す波形図であり、（ｅ）はゲートラインＧｊ＋１に印加される走査信号Ｇ（ｊ＋１）を
示す波形図であり、（ｆ）は画素の輝度を示す波形図である。
【図５２】図５１に示す信号を出力するソースドライバの出力部の構成の一例を示す回路
図である。
【図５３】第２の実施の形態の液晶表示装置の一例を、その表示部の等価回路と共に示す
ブロック図である。
【図５４】図５３に示すソースドライバの構成を示すブロック図である。
【図５５】第２の実施の形態の液晶表示装置における各信号の波形図のさらに他の例であ
る。（Ａ）は、リバース信号ＲＥＶを示す波形図であり、（ａ）はゲートスタートパルス
信号ＧＳＰを示す波形図であり、（ｂ）はゲートクロック信号を示す波形図であり、（ｃ
）はチャージシェア制御信号を示す波形図であり、（ｄ）は同じくチャージシェア制御信
号を示す波形図であり、（ｅ）はアナログ電圧信号を示す波形図であり、（ｆ）はデータ
信号を示す波形図であり、（ｇ）は同じくデータ信号を示す波形図である。
【図５６】図５５に示す信号を出力するソースドライバの出力部の構成の一例を示す回路
図である。
【図５７（ａ）】実施の形態２において、非画像信号の極性を後のデータ信号の極性と同
じにした場合と異ならせた場合のデータ信号の波形をそれぞれ示す波形図である。
【図５７（ｂ）】実施の形態２において、非画像信号の極性を後のデータ信号の極性と同
じにした場合と異ならせた場合のデータ信号の波形をそれぞれ示す波形図である。
【図５７（ｃ）】図５７（ａ）および図５７（ｂ）の場合の実際の波形を示す波形図であ
り、実線が図５７（ａ）の場合の実際の波形、破線が図５７（ｂ）の場合の実際の波形で
ある。
【図５８（ａ）】実施の形態１において、非画像信号の極性を後のデータ信号の極性と同
じにした場合と異ならせた場合のデータ信号の波形をそれぞれ示す波形図である。
【図５８（ｂ）】実施の形態１において、非画像信号の極性を後のデータ信号の極性と同
じにした場合と異ならせた場合のデータ信号の波形をそれぞれ示す波形図である。
【図５８（ｃ）】図５８（ａ）および図５８（ｂ）の場合の実際の波形を示す波形図であ
り、実線が図５８（ａ）の場合の実際の波形、破線が図５８（ｂ）の場合の実際の波形で
ある。
【図５９】従来技術を説明するための図であり、尾引残像を示す図である。
【符号の説明】
【０１３３】
　３　　　　　　　　　ソースドライバ（駆動回路）
　５　　　　　　　　　画素形成部
　２０　　　　　　　　液晶分子
　３５　　　　　　　　チャージシェア電圧固定用電源（固定電圧電源）
　５１　　　　　　　　極性情報処理部（極性情報検知手段）
　５３　　　　　　　　補正量演算部（補正量演算手段）
　５４　　　　　　　　ＬＵＴ（ルックアップテーブル）
　８２ａ～８２ｈ　　　蛍光ランプ（バックライト）
　９９　　　　　　　　チューナー部
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　１００　　　　　　　第１の極性反転電源
　１０３　　　　　　　第２の極性反転電源
　１１３　　　　　　　第３の極性反転電源
　１０８　　　　　　　定電圧ダイオード
　２００　　　　　　　表示装置（液晶表示装置）
　Ｄｖ　　　　　　　　映像信号
　Ｅｓｈｐ　　　　　　固定電圧
　ＳＬ１～ＳＬｎ　　　ソースライン（データ信号線）
　ＧＬ１～ＧＬｍ　　　ゲートライン（走査信号線）
　Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）　データ信号
　ＧＳＰ　　　　　　　ゲートスタートパルス信号
　ＧＣＫ　　　　　　　ゲートクロック信号
【発明を実施するための最良の形態】
【０１３４】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施の形態について、図面を用いて説明する。
【０１３５】
　図２は、本実施の形態の液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロック図
である。液晶表示装置は、同図に示すように、データ信号線駆動回路としてのソースドラ
イバ（駆動回路）３と、走査信号線駆動回路としてのゲートドライバ４と、アクティブマ
トリクス型の表示部１と、ソースドライバ３およびゲートドライバ４を制御するための表
示制御回路２と、を備えている。
【０１３６】
　表示部１は、複数本（ｍ本）の走査信号線としてのゲートラインＧＬ１～ＧＬｍと、こ
れらのゲートラインＧＬ１～ＧＬｍのそれぞれと直交する複数本（ｎ本）のデータ信号線
としてのソースラインＳＬ１～ＳＬｎと、これらのゲートラインＧＬ１～ＧＬｍとソース
ラインＳＬ１～ＳＬｎとの交差点にそれぞれ対応して設けられた複数個（ｍ×ｎ個）の画
素形成部５と、を含んでいる。
【０１３７】
　画素形成部５は、マトリクス状に配置されて、画素アレイを構成し、各画素形成部５は
、対応する交差点を通過するゲートラインＧＬｊにゲート端子が接続されると共に、当該
交差点を通過するソースラインＳＬｉにソース端子が接続されたスイッチング素子である
ＴＦＴ１０と、当該ＴＦＴ１０のドレイン端子に接続された画素電極Ｅｐと、上記複数の
画素形成部５に共通的に設けられた対向電極である共通電極Ｅｃと、これら画素電極Ｅｐ
と共通電極Ｅｃとの間に挟持された液晶層と、からなる。
【０１３８】
　画素電極Ｅｐと共通電極Ｅｃとにより形成される液晶容量により画素容量Ｃｐが構成さ
れる。なお、画素容量Ｃｐに確実に電圧を保持すべく、液晶容量（画素容量Ｃｐ）に並列
に補助容量を設けてもよい。但し、当該補助容量は、本発明には直接に関係しないので、
その説明および図示を省略する。
【０１３９】
　画素電極Ｅｐには、後述するように、動作するソースドライバ３およびゲートドライバ
４により、表示すべき画像に応じた電位が与えられる一方、共通電極Ｅｃには、図示しな
い電源回路から所定電位Ｖｃｏｍが与えられる。これにより、画素電極Ｅｐと共通電極Ｅ
ｃとの間の電位差に応じた電圧が液晶層に印加され、この電圧印加によって液晶層に対す
る光の透過量が制御されることで画像表示が行われる。ただし、液晶層への電圧印加によ
って光の透過量を制御するためには図示しない偏光板が使用され、本実施の形態の液晶表
示装置では、一例として、ノーマリブラックとなるように偏光板が配置されているものと
する。ノーマリーブラックモードの液晶表示装置は、電圧を印加しない状態で黒表示とな
るため、容易に黒挿入を行うことができ、消費電力も抑えることができる。
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【０１４０】
　表示制御回路２は、図示しない外部の信号源から、表示すべき画像を表すデジタルビデ
オ信号Ｄｖと、当該デジタルビデオ信号Ｄｖに対応する水平同期信号ＨＳＹおよび垂直同
期信号ＶＳＹと、表示動作を制御するための制御信号Ｄｃと、を受け取る。
【０１４１】
　表示制御回路２は、これらの各種信号Ｄｖ・ＨＳＹ・ＶＳＹ・Ｄｃに基づき、デジタル
ビデオ信号Ｄｖの表す画像を表示部１に表示させるための信号として、データスタートパ
ルス信号ＳＳＰと、データクロック信号ＳＣＫと、チャージシェア制御信号Ｃｓｈと、表
示すべき画像を表すデジタル画像信号ＤＡ（上記ビデオ信号Ｄｖに相当する信号）と、ゲ
ートスタートパルス信号ＧＳＰと、ゲートクロック信号ＧＣＫと、ゲートドライバ出力制
御信号ＧＯＥ（ＧＯＥ１～ＧＯＥｑ）と、を生成し、出力する。
【０１４２】
　より詳細には、外部の信号源から受け取ったビデオ信号Ｄｖを図示しない内部メモリで
必要に応じてタイミング調整等を行った後に、デジタル画像信号ＤＡとして表示制御回路
２から出力し、そのデジタル画像信号ＤＡの表す画像の各画素に対応するパルスからなる
信号としてデータクロック信号ＳＣＫを生成し、水平同期信号ＨＳＹに基づき１水平走査
期間毎に所定期間だけハイレベル（Ｈレベル）となる信号としてデータスタートパルス信
号ＳＳＰを生成し、垂直同期信号ＶＳＹに基づき１フレーム期間（１垂直走査期間）毎に
所定期間だけＨレベルとなる信号としてゲートスタートパルス信号ＧＳＰを生成し、水平
同期信号ＨＳＹに基づきゲートクロック信号ＧＣＫを生成し、水平同期信号ＨＳＹおよび
制御信号Ｄｃに基づき、チャージシェア制御信号Ｃｓｈおよびゲートドライバ出力制御信
号ＧＯＥを生成する。
【０１４３】
　上記のようにして表示制御回路２において生成された信号のうち、デジタル画像信号Ｄ
Ａとチャージシェア制御信号Ｃｓｈとデータスタートパルス信号ＳＳＰおよびデータクロ
ック信号ＳＣＫとは、ソースドライバ３に入力される一方、ゲートスタートパルス信号Ｇ
ＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣＫとゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥとは、ゲート
ドライバ４に入力される。
【０１４４】
　図３は、上記ソースドライバ３の構成を示すブロック図である。
【０１４５】
　上記ソースドライバ３は、図３に示すように、データ信号生成部１２と該データ信号生
成部１２の後段に配された出力部１３とを備えている。データ信号生成部１２は、データ
スタートパルス信号ＳＳＰおよびデータクロック信号ＳＣＫに基づき、デジタル画像信号
ＤＡから、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎにそれぞれ対応するアナログ電圧信号ｄ（１）～
ｄ（ｎ）を生成する。このデータ信号生成部１２の構成は、従来のソースドライバのデー
タ信号生成部１２と同様の構成であるので、これ以上の説明を省略する。
【０１４６】
　出力部１３は、データ信号生成部１２で生成されるアナログ電圧信号ｄ（ｉ）毎に設け
られた電圧ホロワからなる複数の出力バッファ３１（図４）を含み、これらの出力バッフ
ァ３１により各アナログ電圧信号ｄ（ｉ）をインピーダンス変換し、データ信号Ｓ（ｉ）
として出力する（ｉ＝１，２，…，ｎ）。
【０１４７】
　ただし、後述のように、チャージシェア制御信号Ｃｓｈに基づき、チャージシェア期間
Ｔｓｈ（図１（ｂ））において、データ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）のソースラインＳＬ１～
ＳＬｎへの印加が遮断されると共に、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎが互いに短絡される。
詳細については図４を用いて後述するが、出力部１３には、このような動作を実現するた
めのスイッチ回路と電源が含まれている。
【０１４８】
　ソースドライバ３は、デジタル画像信号ＤＡとデータスタートパルス信号ＳＳＰおよび
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データクロック信号ＳＣＫとに基づき、デジタル画像信号ＤＡの表す画像の各水平走査線
における画素値に相当するアナログ電圧としてデータ信号Ｓ(１)～Ｓ(ｎ)を１水平走査期
間毎に順次生成し、これらのデータ信号Ｓ(１)～Ｓ(ｎ)をソースラインＳＬ１～ＳＬｎに
それぞれ印加する。
【０１４９】
　本実施の形態におけるソースドライバ３は、液晶層への印加電圧の極性が１フレーム期
間毎に反転されると共に各フレーム内において１ゲートライン毎かつ１ソースライン毎に
も反転されるようにデータ信号Ｓ(１)～Ｓ(ｎ)が出力される駆動方式、すなわち、ドット
反転駆動方式が採用されている。ドット反転駆動方式は、換言すれば、１水平走査期間ご
とに極性が反転するとともに、隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性となってい
る。
【０１５０】
　従って、ソースドライバ３は、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎへの印加電圧の極性をソー
スラインＳＬ１～ＳＬｎ毎に反転させ、かつ、各ソースラインＳＬｉに印加されるデータ
信号Ｓ（ｉ）の電圧極性を１水平走査期間毎に反転させている。ここで、ソースラインＳ
Ｌ１～ＳＬｎへの印加電圧の極性反転の基準となる電位は、データ信号Ｓ(１)～Ｓ(ｎ)の
直流レベル（直流成分に相当する電位）であり、この直流レベルは、一般的には共通電極
Ｅｃの直流レベルとは一致せず、各画素形成部５におけるＴＦＴ１０のゲート・ドレイン
間の寄生容量Ｃｇｄによる引き込み電圧ΔＶｄだけ共通電極Ｅｃの直流レベルと異なる。
【０１５１】
　ただし、寄生容量Ｃｇｄによる引き込み電圧ΔＶｄが液晶の光学的しきい値電圧Ｖｔｈ
に対して十分に小さい場合には、データ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）の直流レベルは共通電極
Ｅｃの直流レベルに等しいとみなせるので、データ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）の極性、すな
わち、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎへの印加電圧の極性は、共通電極Ｅｃの電位（対向電
圧）を基準として１水平走査期間毎に反転すると考えてもよい。
【０１５２】
　また、上記のソースドライバ３では、消費電力を低減するためにデータ信号Ｓ（１）～
Ｓ（ｎ）の極性反転時に、隣接ソースラインＳＬ１～ＳＬｎ間が短絡されるいわゆるチャ
ージシェアリング方式が採用されている。
【０１５３】
　このため、ソースドライバ３においてデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）を出力する部分で
ある出力部１３は、図４に示すように構成される。すなわち、この出力部１３は、デジタ
ル画像信号ＤＡに基づき生成されたアナログ電圧信号ｄ（１）～ｄ（ｎ）を受け取り、こ
れらのアナログ電圧信号ｄ（１）～ｄ（ｎ）をインピーダンス変換することによって、ソ
ースラインＳＬ１～ＳＬｎで伝達すべき映像信号としてデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）を
生成する。この出力部１３は、図４に示すように、このインピーダンス変換のための電圧
ホロワとしてｎ個の出力バッファ３１を有している。さらに、同図に示すように、各出力
バッファ３１の出力端子には、スイッチング素子としての第１のＭＯＳトランジスタＳＷ
ａが接続され、各出力バッファ３１からのデータ信号Ｓ（ｉ）は、第１のＭＯＳトランジ
スタＳＷａを介してソースドライバ３の出力端子から出力される（ｉ＝１，２，…，ｎ）
。
【０１５４】
　また、ソースドライバ３の隣接する出力端子間は、スイッチング素子としての第２のＭ
ＯＳトランジスタＳＷｂによって接続されている。つまり、これにより、隣接ソースライ
ンＳＬ１～ＳＬｎ間が第２のＭＯＳトランジスタＳＷｂによって接続されることになる。
そして、これらの出力端子間の第２のＭＯＳトランジスタＳＷｂのゲート端子には、チャ
ージシェア制御信号Ｃｓｈが与えられ、各出力バッファ３１の出力端子に接続された第１
のＭＯＳトランジスタＳＷａのゲート端子には、インバータ３３の出力信号すなわちチャ
ージシェア制御信号Ｃｓｈの論理反転信号が与えられる。
【０１５５】
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　したがって、チャージシェア制御信号Ｃｓｈが非アクティブ（ローレベル）のときには
、第１のＭＯＳトランジスタＳＷａがオンし（導通状態となり）、第２のＭＯＳトランジ
スタＳＷｂがオフする（遮断状態となる）ので、各出力バッファ３１からのデータ信号は
、第１のＭＯＳトランジスタＳＷａを介してソースドライバ３から出力される。
【０１５６】
　一方、チャージシェア制御信号Ｃｓｈがアクティブ（ハイレベル）のときには、第１の
ＭＯＳトランジスタＳＷａがオフし（遮断状態となり）、第２のＭＯＳトランジスタＳＷ
ｂがオンする（導通状態となる）ので、各出力バッファ３１からのデータ信号は、出力さ
れず（すなわちデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）のソースラインＳＬ１～ＳＬｎへの印加は
遮断され）、表示部１における隣接ソースラインＳＬ１～ＳＬｎが、第２のＭＯＳトラン
ジスタＳＷｂを介して短絡される。
【０１５７】
　ソースドライバ３のデータ信号生成部１２では、図１（ａ）に示すように、１水平走査
期間（１Ｈ）毎に極性の反転する映像信号としてアナログ電圧信号ｄ（ｉ）が生成される
。一方、表示制御回路２では、図１（ｂ）に示すように、各アナログ電圧信号ｄ（ｉ）の
極性の反転時に所定期間（１水平ブランキング期間程度の短い期間；チャージシェア期間
）Ｔｓｈだけハイレベル（Ｈレベル）となるチャージシェア制御信号Ｃｓｈが生成される
。
【０１５８】
　上記のように、チャージシェア制御信号Ｃｓｈがローレベル（Ｌレベル）のときには、
各アナログ電圧信号ｄ（ｉ）がデータ信号Ｓ（ｉ）として出力され、チャージシェア制御
信号Ｃｓｈがハイレベル（Ｈレベル）のときには、データ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）のソー
スラインＳＬ１～ＳＬｎへの印加が遮断されると共に、隣接ソースラインＳＬ１～ＳＬｎ
が互いに短絡される。
【０１５９】
　そして、ドット反転駆動方式が採用されていることから、隣接ソースラインＳＬ１～Ｓ
Ｌｎの電圧は、互いに逆極性であって、しかも、その絶対値はほぼ等しい。従って、各デ
ータ信号Ｓ（ｉ）の値、すなわち、各ソースラインＳＬｉの電圧は、チャージシェア期間
Ｔｓｈにおいて、黒表示に相当する電圧（黒電圧）となる。
【０１６０】
　本実施の形態の液晶表示装置では、各データ信号Ｓ（ｉ）は、データ信号Ｓ（ｉ）の直
流レベルＶＳｄｃを基準として極性が反転するので、図１（ｃ）に示すように、チャージ
シェア期間Ｔｓｈにおいてデータ信号Ｓ（ｉ）の直流レベルＶＳｄｃにほぼ等しくなる。
【０１６１】
　なお、このようにデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）の極性反転時に隣接ソースラインＳＬ
１～ＳＬｎを短絡することで各ソースラインＳＬｉの電圧を黒電圧（データ信号Ｓ（ｉ）
の直流レベルＶＳｄｃ）に等しくするという構成は、消費電力を低減するための手段とし
て従来提案されており、図４に示した構成に限定されるものではない。
【０１６２】
　ゲートドライバ４は、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰおよびゲートクロック信号ＧＣ
Ｋと、ゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥｒ（ｒ＝１，２，…，ｑ）とに基づき、各デー
タ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）を各画素形成部５（の画素容量）に書き込むために、デジタル
画像信号ＤＡの各フレーム期間（各垂直走査期間）においてゲートラインＧＬ１～ＧＬｍ
をほぼ１水平走査期間ずつ順次選択すると共に、後述の黒挿入のために、上記したデータ
信号Ｓ（ｉ）の極性反転時に所定期間だけゲートラインＧＬｊを選択する（ｊ＝１～ｍ）
。
【０１６３】
　すなわち、ゲートドライバ４は、図１（ｄ）（ｅ）に示すような画素データ書込パルス
Ｐｗと黒電圧印加パルス（非画像信号を印加するパルス）Ｐｂとを含む走査信号Ｇ（１）
～Ｇ（ｍ）をゲートラインＧＬ１～ＧＬｍにそれぞれ印加し、これらの画素データ書込パ
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ルスＰｗ・黒電圧印加パルスＰｂが印加されているゲートラインＧＬｊは選択状態となり
、選択状態のゲートラインＧＬｊに接続されたＴＦＴ１０がオン状態となる一方、非選択
状態のゲートラインＧＬｊに接続されたＴＦＴ１０はオフ状態となる。
【０１６４】
　ここで、画素データ書込パルスＰｗは、水平走査期間（１Ｈ）のうち表示期間に相当す
る有効走査期間でＨレベルとなるのに対し、黒電圧印加パルスＰｂは、水平走査期間（１
Ｈ）のうちブランキング期間（表示期間以外の期間）に相当するチャージシェア期間Ｔｓ
ｈ内でＨレベルとなる。
【０１６５】
　図１（ｄ）（ｅ）に示すように、各走査信号Ｇ（ｊ）において、画素データ書込パルス
Ｐｗと、当該画素データ書込パルスＰｗの後に最初に現れる黒電圧印加パルスＰｂと、の
間は、２／３フレーム期間（２／３Ｖ；Ｔｈｄ）であり、黒電圧印加パルスＰｂは、１フ
レーム期間（１Ｖ）において、１水平走査期間（１Ｈ）の間隔で続いて３個現れている。
【０１６６】
　黒電圧印加パルスＰｂの幅は、１．０μ秒から２．０μ秒が好ましく、１．２μ秒から
１．８μ秒がより好ましい。非画像信号をデータ信号線に印加する期間の幅（図１ではＴ
ｓｈ）は、黒電圧印加パルスＰｂの幅の２～３倍程度であることが望ましい。すなわち、
Ｔｓｈの幅は、２～６μ秒であることが好ましく、３～５μ秒であることがより好ましい
。
【０１６７】
　また、データ信号線への非画像信号の印加時間（すなわち、Ｐｂの幅）は、データ信号
線への画像信号の印加時間（すなわち、Ｐｗの幅）よりも短いことが好ましい。これは、
画像信号の画素への充電率を確保するためである。非画像信号の画素への充電率に関して
は、黒電圧印加パルスＰｂの本数を増やすことで確保することができる。表１には、Ｆｕ
ｌｌＨＤ（１０８０×１９２０×ＲＧＢドット）機種で確認した最適な画像信号および非
画像信号の印加時間を示す。表１には、データ信号線または走査信号線への各印加時間を
示す。
【０１６８】

【表１】

【０１６９】
　なお、本発明は必ずしもこれに限定はされず、液晶表示素子の精細度や画面サイズなど
で適した値が異なるので、適宜条件出しするのが望ましい。
【０１７０】
　黒電圧印加パルスＰｂの個数は、実施したい黒挿入レベルに応じて適宜選択可能である
が、２個から８個程度が適当である。より好ましくは３個から６個がよい。また黒電圧印
加パルスＰｂを印加するタイミングは、データ信号の極性が＋（正）から－（負）に変わ
るタイミングと－から＋に変わるタイミングがあり、これらがどちらかに偏るとフリッカ
ーや走査線毎のムラが生じる場合がある。１フレーム毎にデータ信号の極性を反転し駆動
することや、Ｔｈｄ、Ｔｂｋを微調整することで、上記不具合を抑制することができる。
そこで、黒電圧印加パルスＰｂを偶数個（たとえば４本）にすることで、隣接する走査線
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ごとに＋→－、－→＋のタイミングの黒電圧印加パルスＰｂの本数が等しくなるようにし
てもよい。
【０１７１】
　次に、図１を参照しつつ、上記ソースドライバ３およびゲートドライバ４による表示部
１（図１参照）の駆動について説明する。表示部１における各画素形成部５では、それに
含まれるＴＦＴ１０のゲート端子に接続されるゲートラインＧＬｊに画素データ書込パル
スＰｗが印加されることにより、当該ＴＦＴ１０がオンされ、当該ＴＦＴ１０のソース端
子に接続されるソースラインＳＬｉの電圧がデータ信号Ｓ（ｉ）の値として当該画素形成
部５に書き込まれる。すなわち、ソースラインＳＬｉの電圧が、画素容量Ｃｐに保持され
る。その後、当該ゲートラインＧＬｊは、黒電圧印加パルスＰｂが現れるまでの期間（非
選択状態の期間；画素データ保持期間）Ｔｈｄは非選択状態となるので、当該画素形成部
５に書き込まれた電圧がそのまま保持される。
【０１７２】
　黒電圧印加パルスＰｂは、画素データ保持期間Ｔｈｄの後のチャージシェア期間Ｔｓｈ
に、ゲートラインＧＬｊに印加される。既述のようにチャージシェア期間Ｔｓｈでは、各
データ信号Ｓ（ｉ）の値すなわち各ソースラインＳＬｉの電圧は、データ信号Ｓ（ｉ）の
直流レベルにほぼ等しくなる。すなわち、各ソースラインＳＬｉの電圧は、黒電圧となる
。
【０１７３】
　従って、当該ゲートラインＧＬｊへの黒電圧印加パルスＰｂの印加により、該画素形成
部５の画素容量Ｃｐに保持される電圧は、黒電圧に向かって変化する。しかし、黒電圧印
加パルスＰｂを印加するタイミングは、データ信号Ｓ（ｉ）の極性反転時であるため、黒
電圧印加パルスＰｂのパルス幅は短い。そのため、画素容量Ｃｐにおける保持電圧を確実
に黒電圧にするために、図１（ｄ）（ｅ）に示すように、各フレーム期間において１水平
走査期間（１Ｈ）間隔で３個の黒電圧印加パルスＰｂが続けて当該ゲートラインＧＬｊに
印加される。これにより、当該ゲートラインＧＬｊに接続される画素形成部５によって形
成される画素の輝度（画素容量での保持電圧によって決まる透過光量）Ｌ（ｊ，ｉ）は、
図１（ｆ）に示すように変化する。
【０１７４】
　そのため、各ゲートラインＧＬｊに接続される画素形成部５に対応する１表示ラインに
おいて、画素データ保持期間Ｔｈｄではデジタル画像信号ＤＡに基づく表示が行われ、そ
の後に上記３個の黒電圧印加パルスＰｂが印加されてから次に当該ゲートラインＧＬｊに
画素データ書込パルスＰｗが印加される時点までの期間Ｔｂｋでは黒表示が行われる。こ
のようにして、黒表示の行われる期間（黒表示期間）Ｔｂｋが各フレーム期間に挿入され
ることにより、液晶表示装置による表示のインパルス化が行われる。
【０１７５】
　図１（ｄ）（ｅ）からもわかるように、画素データ書込パルスＰｗの現れる時点は、走
査信号Ｇ（ｊ）毎に１水平走査期間（１Ｈ）ずつ、ずれているので、黒電圧印加パルスＰ
ｂの現れる時点も走査信号Ｇ（ｊ）毎に１水平走査期間（１Ｈ）ずつずれている。従って
、黒表示期間Ｔｂｋも１表示ライン毎に１水平走査期間（１Ｈ）ずつずれて全ての表示ラ
インにつき同じ長さの黒挿入が行われる。
【０１７６】
　このようにして、画素データ書込のための画素容量Ｃｐでの充電期間を短縮することな
く、十分な黒挿入期間（非画像挿入期間）が確保される。また、黒挿入（非画像挿入）の
ためにソースドライバ３などの動作速度を上げる必要もない。
【０１７７】
　次に、本実施形態におけるゲートドライバ４の構成などについて、さらに詳細に説明す
る。図５（ａ）は、上記した図１（ｄ）（ｅ）の波形を示すように動作するゲートドライ
バ４の構成を示すブロック図である。このゲートドライバ４は、図５（ａ）に示すように
、シフトレジスタ４０（図５（ｂ））を含む複数個（ｑ個）の部分回路としてのゲートド
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ライバ用ＩＣ（Integrated Circuit）チップ４１１，４１２，…，４１ｑからなる。各ゲ
ートドライバ用ＩＣチップ４１１，４１２，…，４１ｑは、図５（ｂ）に示すように、シ
フトレジスタ４０と、当該シフトレジスタ４０の各段に対応して設けられた第１および第
２のＡＮＤゲート４２・４３と、第２のＡＮＤゲート４３の出力信号ｇ１～ｇｐに基づき
走査信号Ｇ１～Ｇｐを出力する出力部４５とを備え、外部からの信号をスタートパルス信
号ＳＰｉ、クロック信号ＣＫ、および出力制御信号ＯＥとして受け取る。
【０１７８】
　スタートパルス信号ＳＰｉはシフトレジスタ４０の入力端に与えられ、シフトレジスタ
４０の出力端からは、後続のゲートドライバ用ＩＣチップに入力されるべきスタートパル
ス信号ＳＰｏが出力される。また、それぞれの第１のＡＮＤゲート４１にはクロック信号
ＣＫの論理反転信号が入力される一方、それぞれの第２のＡＮＤゲート４３には出力制御
信号ＯＥの論理反転信号が入力される。そして、シフトレジスタ４０の各段の出力信号Ｑ
ｋ（ｋ＝１～ｐ）は、当該段に対応する第１のＡＮＤゲート４１に入力され、当該第１の
ＡＮＤゲート４１の出力信号は当該段に対応する第２のＡＮＤゲート４３に入力される。
【０１７９】
　また、ゲートドライバ４は、図５（ａ）に示すように、上記構成の複数（ｑ個）のゲー
トドライバ用ＩＣチップ４１１～４１ｑが縦続接続されて構成されている。すなわち、ゲ
ートドライバ用ＩＣチップ４１１～４１ｑ内のシフトレジスタ４０が１つのシフトレジス
タを形成するように（以下、このように縦続接続によって形成されるシフトレジスタを「
結合シフトレジスタ」という）、各ゲートドライバ用ＩＣチップ４１１～４１ｑ内のシフ
トレジスタの出力端（スタートパルス信号ＳＰｏの出力端子）が次のゲートドライバ用Ｉ
Ｃチップ４１１～４１ｑ内のシフトレジスタの入力端（スタートパルス信号ＳＰｉの入力
端子）に接続される。
【０１８０】
　ただし、先頭のゲートドライバ用ＩＣチップ４１１内のシフトレジスタの入力端には、
表示制御回路２からゲートスタートパルス信号ＧＳＰが入力され、最後尾のゲートドライ
バ用ＩＣチップ４１ｑ内のシフトレジスタの出力端は外部と未接続となっている。
【０１８１】
　また、表示制御回路２からのゲートクロック信号ＧＣＫは、各ゲートドライバ用ＩＣチ
ップ４１１～４１ｑにクロック信号ＣＫとして共通に入力される。
一方、表示制御回路２において生成されるゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥは第１～第
ｑのゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥ１～ＧＯＥｑからなり、これらのゲートドライバ
出力制御信号ＧＯＥ１～ＧＯＥｑは、ゲートドライバ用ＩＣチップ４１１～４１ｑに出力
制御信号ＯＥとしてそれぞれ個別に入力される。
【０１８２】
　次に、図６（ａ）～（ｆ）を用いて、上記ゲートドライバ４の動作について説明する。
表示制御回路２は、図６（ａ）に示すように、画素データ書込パルスＰｗに対応する期間
Ｔｓｐｗおよび３個の黒電圧印加パルスＰｂに対応する期間ＴｓｐｂｗだけＨレベル（ア
クティブ）となる信号をゲートスタートパルス信号ＧＳＰとして生成すると共に、図６（
ｂ）に示すように、１水平走査期間（１Ｈ）毎に所定期間だけＨレベルとなるゲートクロ
ック信号ＧＣＫを生成する。このようなゲートスタートパルス信号ＧＳＰおよびゲートク
ロック信号ＧＣＫがゲートドライバ４に入力されると、先頭のゲートドライバ用ＩＣチッ
プ４１１のシフトレジスタ４０の初段の出力信号Ｑ１として、図６（ｃ）に示すような信
号が出力される。この出力信号Ｑ１は、各フレーム期間において、画素データ書込パルス
Ｐｗに対応する１個のパルスＰｑｗと、３個の黒電圧印加パルスＰｂに対応する１個のパ
ルスＰｑｂｗとを含み、これらの２個のパルスＰｑｗとＰｑｂｗとの間はほぼ画素データ
保持期間Ｔｈｄだけ離れている。
【０１８３】
　このような２個のパルスＰｑｗおよびＰｑｂｗがゲートクロック信号ＧＣＫに従ってゲ
ートドライバ４００内の結合シフトレジスタを順次転送されていく。それに応じて結合シ
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フトレジスタの各段から、図６（ｃ）に示すような波形の信号が１水平走査期間（１Ｈ）
ずつ順次ずれて出力される。
【０１８４】
　また、表示制御回路２は、既述のように、ゲートドライバ４を構成するゲートドライバ
用ＩＣチップ４１１～４１ｑに与えるべきゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥ１～ＧＯＥ
ｑを生成する。ここで、ｒ番目のゲートドライバ用ＩＣチップ４１ｒに与えるべきゲート
ドライバ出力制御信号ＧＯＥｒは、当該ゲートドライバ用ＩＣチップ４１ｒ内のシフトレ
ジスタ４０のいずれかの段から画素データ書込パルスＰｗに対応するパルスＰｑｗが出力
されている期間では、画素データ書込パルスＰｗの調整のためにゲートクロック信号ＧＣ
Ｋのパルス近傍の所定期間でＨレベルとなることを除きＬレベルとなり、それ以外の期間
では、ゲートクロック信号ＧＣＫがＨレベルからＬレベルに変化した直後の所定期間Ｔｏ
ｅ（この所定期間Ｔｏｅはチャージシェア期間Ｔｓｈに含まれるように設定される）だけ
Ｌレベルとなることを除きＨレベルとなる。
【０１８５】
　例えば、先頭のゲートドライバ用ＩＣチップ４１１には、図６（ｄ）に示すようなゲー
トドライバ出力制御信号ＧＯＥ１が与えられる。なお、画素データ書込パルスＰｗの調整
のためにゲートドライバ出力制御信号ＧＯＥ１～ＧＯＥｑに含まれるパルス（これは上記
所定期間でＨレベルとなることに相当し、以下「書込期間調整パルス」という）は、必要
な画素データ書込パルスＰｗに応じて、ゲートクロック信号ＧＣＫの立ち上がりよりも早
く立ち上がったり、ゲートクロック信号ＧＣＫの立ち下がりよりも遅く立ち下がったりす
る。
【０１８６】
　また、このような書込期間調整パルスを使用せずに、ゲートクロック信号ＧＣＫのパル
スだけで画素データ書込パルスＰｗを調整するようにしてもよい。各ゲートドライバ用Ｉ
Ｃチップ４１１ｒ（ｒ＝１～ｑ）では、上記のようなシフトレジスタ４０各段の出力信号
Ｑｋ（ｋ＝１～ｐ）、ゲートクロック信号ＧＣＫおよびゲートドライバ出力制御信号ＧＯ
Ｅｒに基づき、第１および第２のＡＮＤゲート４１・４３により、内部走査信号ｇ１～ｇ
ｐが生成され、それらの内部走査信号ｇ１～ｇｐが出力部４５でレベル変換されて、ゲー
トラインに印加すべき走査信号Ｇ１～Ｇｐが出力される。
【０１８７】
　これにより、図６（ｅ）（ｆ）に示す走査信号Ｇ（１）Ｇ（２）から分かるように、ゲ
ートラインＧＬ１・ＧＬ２・・・には、順次画素データ書込パルスＰｗが印加されると共
に、各ゲートラインＧＬ１・ＧＬ２・・・では、画素データ書込パルスの印加時点から画
素データ保持期間Ｔｈｄだけ経過した時点で、黒電圧印加パルスＰｂが印加され、その後
、１水平走査期間（１Ｈ）間隔で２個の黒電圧印加パルスＰｂが印加される。このように
して３個の黒電圧印加パルスＰｂが印加された後は、次のフレーム期間の画素データ書込
パルスＰｗが印加されるまでＬレベルが維持される。すなわち、上記３個の黒電圧印加パ
ルスＰｂが印加されてから次の画素データ書込パルスＰｗが印加されるまでは黒表示期間
Ｔｂｋとなる。
【０１８８】
　上記のようにして、図５（ａ）および図５（ｂ）に示した構成のゲートドライバ４によ
り、液晶表示装置において図１（ｃ）～（ｆ）に示したようなインパルス化駆動を実現す
ることができ、同時に液晶プレチルト電圧を与えることができる。
【０１８９】
　ところで、一般に、ＴＦＴ１０を使用したアクティブマトリクス型の液晶表示装置では
、図７に示すように、各画素形成部５におけるＴＦＴ１０のゲート・ドレイン間に寄生容
量Ｃｇｄが存在する。この寄生容量Ｃｇｄの存在により、各画素形成部５における画素電
極Ｅｐの電圧（画素電圧）Ｖｄは、その画素電極Ｅｐに接続されるＴＦＴ１０がオン状態
（導通状態）からオフ状態（遮断状態）へと切り替わる時に、画素容量Ｃｐと寄生容量Ｃ
ｇｄとの比に応じて低下する。以下、寄生容量Ｃｇｄに起因するこのような画素電圧Ｖｄ
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の変化をレベルシフトと呼び、この変化量を引き込み電圧と呼び記号ΔＶｄで示すものと
する。
【０１９０】
　具体的には、図８（ａ）（ｂ）に示すように、いずれかのゲートラインＧＬｊに印加さ
れる走査信号Ｇ（ｊ）の電圧であるゲート電圧Ｖｇ（ｊ）がオン電圧Ｖｇｈとなって（時
刻ｔ１またはｔ３）、当該ゲートラインＧＬｊに接続されたＴＦＴ１０を介してソースラ
インＳＬｉの電圧ＶｓｎまたはＶｓｐが画素電極に与えられた後に、そのゲート電圧Ｖｇ
（ｊ）がオフ電圧Ｖｇｌへと変化すると（時刻ｔ２またはｔ４）、画素電圧Ｖｄは、次の
（１）式で表される引き込み電圧ΔＶｄだけ低下する（ｊ＝１，２，…，ｍ；　ｉ＝１，
２，…，ｎ）。
【０１９１】
　ΔＶｄ＝（Ｖｇｈ－Ｖｇｌ）・Ｃｇｄ／（Ｃｐ＋Ｃｇｄ）　…（１）
　液晶はそれに印加される電圧によって誘電率が変化するので、画素容量Ｃｐは、画素の
階調によって異なる値を持つ。従って、（１）式から、上記引き込み電圧ΔＶｄも画素の
階調によって異なる。
【０１９２】
　一般に、液晶表示装置では、液晶への印加電圧の極性が共通電極Ｅｃの電位すなわち対
向電圧を基準として所定周期で反転し、液晶における光の透過率はそれへの印加電圧の実
効値に応じて変化する。従って、フリッカの無い表示を得るには、液晶への印加電圧の平
均値が０になるように対向電圧に対してソースラインの電圧（ソース電圧）、すなわち、
データ信号の値を上記引き込み電圧ΔＶｄだけ補正する必要がある。この引き込み電圧Δ
Ｖｄは、上記のように、画素の階調によって異なる。そこで、全ての階調についてフリッ
カの無い表示を得るために、ソース電圧は、表示すべき画素の階調に応じて補正される。
すなわち、ソース電圧の補正量は表示階調によって異なる。
【０１９３】
　ところで、チャージシェア期間Ｔｓｈでのソース電圧（チャージシェア電圧）は、その
チャージシェア期間直前における各ソースドライバの全ソースラインについての電圧の平
均値にほぼ等しい。上記のようにソース電圧の補正量が画素の階調によって異なるので、
図９を用いて次に示すように、チャージシェア電圧は表示階調によって異なる。
【０１９４】
　図９は、輝度の高い画素を表示する場合の画素電圧（高輝度画素電圧）Ｖｄ（Ｂ）の電
圧波形Ｗｄ（Ｂ）と、輝度の低い画素を表示する場合の画素電圧（低輝度画素電圧）Ｖｄ
（Ｄ）の電圧波形Ｗｄ（Ｄ）と、高輝度画素電圧Ｖｄ（Ｂ）を与えるためのデータ信号の
電圧（高輝度ソース電圧）Ｖｓ（Ｂ）の電圧波形Ｗｓ（Ｂ）と、低輝度画素電圧Ｖｄ（Ｄ
）を与えるためのデータ信号の電圧（低輝度ソース電圧）Ｖｓ（Ｄ）の電圧波形Ｗｓ（Ｄ
）と、を示している。
【０１９５】
　ただし、高輝度画素電圧の電圧波形Ｗｄ（Ｂ）および低輝度画素電圧の電圧波形Ｗｄ（
Ｄ）と、高輝度ソース電圧の電圧波形Ｗｓ（Ｂ）および低輝度ソース電圧の電圧波形Ｗｓ
（Ｄ）とでは、時間軸（横軸）のスケールは、一致しているわけではない。なお、図９に
おいて、Ｖｓｐ（Ｂ）は高輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｂ）の最大値を、Ｖｓｎ（Ｂ）は高輝度
ソース電圧Ｖｓ（Ｂ）の最小値をそれぞれ示し、Ｖｓｐ（Ｄ）は低輝度ソース電圧Ｖｓ（
Ｄ）の最大値を、Ｖｓｎ（Ｄ）は低輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｄ）の最小値をそれぞれ示して
いる。
【０１９６】
　また、Ｖｃｓｈ（Ｂ）は、高輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｂ）がソースラインに与えられた場
合のチャージシェア電圧を、Ｖｃｓｈ（Ｄ）は、低輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｄ）がソースラ
インに与えられた場合のチャージシェア電圧をそれぞれ示している。図９からわかるよう
に、高輝度画素電圧Ｖｄ（Ｂ）と低輝度画素電圧Ｖｄ（Ｄ）とで引き込み電圧ΔＶｄが異
なる。そして、上記した通り、引き込み電圧ΔＶｄ分だけ、ソース電圧の値を補正するた
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め、高輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｂ）と低輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｄ）とで補正量が異なる。
【０１９７】
　従って、ソースラインに高輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｂ）が与えられる場合のチャージシェ
ア電圧Ｖｃｓｈ（Ｂ）と低輝度ソース電圧Ｖｓ（Ｄ）が与えられる場合のチャージシェア
電圧Ｖｃｓｈ（Ｄ）とは、互いに異なっている。すなわち、表示階調によってチャージシ
ェア電圧Ｖｃｓｈが異なる。
【０１９８】
　本実施の形態の液晶表示装置では、図１に示したように、チャージシェア期間Ｔｓｈの
ソース電圧であるチャージシェア電圧（図１（ａ）（ｃ）に示されている電圧ＶＳｄｃ）
が黒表示に相当する電圧となることから、チャージシェア期間ＴｓｈでＨレベルとなる黒
電圧印加パルスＰｂをゲートラインＧＬｊに印加することで黒挿入を行い（ｊ＝１～ｍ）
、これにより表示をインパルス化している。
【０１９９】
　ここで、黒電圧印加パルスＰｂのパルス幅が短いことから、黒電圧の書き込み不足を補
うべく複数のチャージシェア期間Ｔｓｈ（図１（ｅ）（ｆ）に示した例では３つのチャー
ジシェア期間Ｔｓｈ）で黒挿入を行っている。ところで、チャージシェア電圧Ｖｃｓｈは
、黒表示に相当する電圧であっても、上記のようにソース電圧の値が補正されることから
、表示階調によって異なる（図８参照）。
【０２００】
　以上のようにチャージシェア電圧Ｖｃｓｈが表示階調によって異なるため、表示パター
ンによっては、当該パターンの影が視認される場合がある。例えば、図１０に示すように
、液晶表示装置の画面において本来の表示パターンＤｐａｔの下方に、黒電圧としてのチ
ャージシェア電圧Ｖｃｓｈの書き込みに基づき表示パターンＤｐａｔに相当する影のパタ
ーンＳｐａｔが現れ、これが表示パターンＤｐａｔの影として視認されることがある。
【０２０１】
　これに対して、黒信号挿入期間において、各ソースラインＳＬｉに黒表示に相当する固
定電圧を与えることが好ましい。各ソースラインＳＬｉに黒表示に相当する固定電圧を与
えれば、各画素形成部５内の寄生容量Ｃｇｄに基づく引き込み電圧の階調依存性を補償す
るためにデータ信号の補正量が表示階調によって異なっても、黒信号挿入期間における各
ソースラインＳＬｉの電圧が常に同一の電圧となるため、パターンの影が視認されるとい
う、問題を改善することができる。
【０２０２】
　このような固定電圧を各ソースラインＳＬｉに与えるソースドライバ３の出力部１３の
具体的な構成について図面を用いて説明する。つまり、ソースドライバ３の出力部１３の
構成は、上記の図４に示した構成に限らず、次に示すような構成でもよい。
【０２０３】
　図１１は、ソースドライバの出力部の他の構成を示す回路図である。
【０２０４】
　図１１に示す出力部は、ｎ個の出力バッファ３１と、スイッチング素子としてのｎ個の
第１のＭＯＳトランジスタＳＷａ、（ｎ－１）個の第２のＭＯＳトランジスタＳＷｂ、お
よびインバータ３３からなるスイッチ回路と、を含んでおり、この点では、図４に示した
ソースドライバ３の出力部４の構成と同様である。
【０２０５】
　さらに、図１１に示す出力部は、上記したソースドライバ３の出力部１３と異なり、チ
ャージシェア電圧固定用電源３５および第３のＭＯＳトランジスタＳＷｂ２を有しており
、チャージシェア電圧固定用電源３５の正極がスイッチング素子としての第３のＭＯＳト
ランジスタＳＷｂ２を介して、いずれかのソースラインＳＬ（ｉ）に接続されるべきソー
スドライバ３の出力端子に接続されている（図１１に示した例では、ｎ番目のソースライ
ンＳＬｎに接続されるべき出力端子に接続されている）。
【０２０６】
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　そして、第３のＭＯＳトランジスタＳＷｂ２のゲート端子には、チャージシェア制御信
号Ｃｓｈが入力され、チャージシェア電圧固定用電源３５の負極は接地されている。
【０２０７】
　このチャージシェア電圧固定用電源３５は、液晶をプレチルトさせる液晶プレチルト電
圧に相当する固定電圧Ｅｓｈｐを与える電圧供給部であることが好ましい。
【０２０８】
　なお、この固定電圧Ｅｓｈｐは、チャージシェア期間Ｔｓｈにおいて黒電圧印加パルス
Ｐｂにより画素電極に印加されるが（図１参照）、上記のとおり画素電圧が厳密に黒表示
に相当する電圧ではない。しかしながら、大部分の階調領域において表示すべき画素の階
調に対して、Ｅｓｈｐによる書き込みは低輝度表示（低階調表示）となるため、インパル
ス効果を得ることが可能である。
【０２０９】
　上記の図１１に示す出力部によっても、上記した図４に示すソースドライバ３の出力部
１３と同様、チャージシェア制御信号Ｃｓｈに基づき、チャージシェア期間Ｔｓｈ以外（
の有効走査期間）では、データ信号生成部１２で生成されたアナログ電圧信号ｄ（１）～
ｄ（ｎ）が出力バッファ３１を介してデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）として出力されてソ
ースラインＳＬ１～ＳＬｎに印加され、チャージシェア期間Ｔｓｈでは、データ信号Ｓ（
１）～Ｓ（ｎ）のソースラインＳＬ１～ＳＬｎへの印加が遮断されると共に隣接するソー
スラインＳＬ１～ＳＬｎが互いに短絡される。結果的に、全ソースラインＳＬ１～ＳＬｎ
が互いに短絡される。
【０２１０】
　これに加えて、図１１に示す構成によれば、チャージシェア期間Ｔｓｈにおいて各ソー
スラインＳＬｉ（ｉ＝１～ｎ）にチャージシェア電圧固定用電源３５の電圧Ｅｓｈｐが与
えられる。このため、引き込み電圧ΔＶｄの階調依存性を補償するためにソース電圧の補
正量が表示階調によって異なっても、黒信号挿入期間としてのチャージシェア期間Ｔｓｈ
においてチャージシェア電圧を常に同一の電圧Ｅｓｈｐとすることができる。これにより
、図１０に示したようなパターンの影の発生を抑制することができる。
【０２１１】
　さらに、固定電圧Ｅｓｈｐとして液晶をプレチルトさせる液晶プレチルト電圧を与える
ことで、次フレームに高輝度画素電圧を書き込む場合や、オーバーシュート駆動を行う場
合など、黒表示に相当するような低輝度画素電位に電位差の大きな電圧を印加するときの
液晶の応答速度低下を改善することができる（詳細については後述）。
【０２１２】
　しかし、図１１に示す構成例では、多くのソースラインは複数個のＭＯＳトランジスタ
ＳＷｂを介してチャージシェア電圧固定用電源３５に接続されている。このため、全ての
ソースラインＳＬ１～ＳＬｎの電圧が同一のチャージシェア電圧Ｅｓｈに落ち着くまでに
ある程度の時間を要する。その結果、チャージシェア期間Ｔｓｈの長さによっては、黒挿
入において各画素形成部５の画素容量に保持されるべき黒電圧を同一にすることができず
、上記パターンの影の発生を十分に抑制できないことも考えられる。
【０２１３】
　これに対して、チャージシェア期間Ｔｓｈにおいて全てのソースラインＳＬ１～ＳＬｎ
が短時間で同一の電圧Ｅｓｈとなるように構成されたソースドライバ３の出力部の構成例
について図１２を用いて説明する。
【０２１４】
　図１２は、上記したソースドライバ３の出力部１３のさらに他の出力部の構成を示す回
路図である。同図に示す出力部１３における構成要素のうち、図１１に示す構成要素と同
一の構成要素については、同一の参照符号を付して説明を省略する。図１２に示す出力部
も、図１１に示す出力部の構成と同様、各ソースラインＳＬｉ（ｉ＝１～ｎ）に対しスイ
ッチング素子としての第２のＭＯＳトランジスタＳＷｃが１個ずつ設けられている。しか
し、図１１に示す出力部１３の構成では、隣接ソースラインＳＬ１～ＳＬｎ間に１個ずつ
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第２のＭＯＳトランジスタＳＷｂが挿入されるようにスイッチ回路が構成されるのに対し
、図１２に示す構成では、各ソースラインＳＬｉとチャージシェア電圧固定用電源３５と
の間に１個ずつ第２のＭＯＳトランジスタＳＷｃが挿入されるようにスイッチ回路が構成
されている。すなわち図１２に示す構成では、各ソースラインＳＬｉに接続されるべきソ
ースドライバの出力端子は、これら第２のＭＯＳトランジスタＳＷｃのいずれか１つを介
してチャージシェア電圧固定用電源３５の正極に接続されている。
そして、これら第２のＭＯＳトランジスタＳＷｃのゲート端子のいずれにもチャージシェ
ア制御信号Ｃｓｈが与えられる。
【０２１５】
　上記のような図１２に示す構成によっても、図１１に示す構成や図４に示す構成におけ
るソースドライバ３の出力部と同様、チャージシェア制御信号Ｃｓｈに基づき、チャージ
シェア期間Ｔｓｈ以外（の有効走査期間）では、データ信号生成部１２で生成されたアナ
ログ電圧信号ｄ（１）～ｄ（ｎ）が出力バッファ３１を介してデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（
ｎ）として出力されてソースラインＳＬ１～ＳＬｎに印加され、チャージシェア期間Ｔｓ
ｈでは、データ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）のソースラインＳＬ１～ＳＬｎへの印加が遮断さ
れると共に隣接ソースラインが互いに短絡される（結果的に全ソースラインＳＬ１～ＳＬ
ｎが互いに短絡される）。
【０２１６】
　これに加えて、この図１２に示す構成によれば、チャージシェア期間Ｔｓｈにおいて各
ソースラインＳＬｉ（ｉ＝１～ｎ）にチャージシェア電圧固定用電源３５の電圧Ｅｓｈが
与えられる。このため、引き込み電圧ΔＶｄの階調依存性を補償するためにソース電圧の
補正量が表示階調によって異なっても、黒信号挿入期間としてのチャージシェア期間Ｔｓ
ｈにおいてチャージシェア電圧を常に同一の電圧Ｅｓｈとすることができる。しかも、チ
ャージシェア期間Ｔｓｈにおいて各ソースラインＳＬｉ（ｉ＝１～ｎ）には、１つのＭＯ
ＳトランジスタＳＷｃのみを介してチャージシェア電圧固定用電源３５の電圧Ｅｓｈｐが
与えられる。したがって、黒信号挿入期間としてのチャージシェア期間Ｔｓｈにおいて各
ソースラインＳＬｉの電圧を短時間で同一の電圧Ｅｓｈにすることができ、これにより、
図１０に示したようなパターンの影の発生を確実に抑制することができる。
【０２１７】
　次に、図１１および図１２に示す、チャージシェア電圧固定用電源３５の電圧Ｅｓｈｐ
の好適な値について説明する。
【０２１８】
　電圧印加に対する液晶分子の挙動としては、液晶表示装置では上下基板間へ電圧を印加
することにより、誘電率異方性をもつ液晶分子の配向方向が制御される。垂直配向モード
（ＶＡモード）において、上下基板間にかかる電圧が低い場合（本実施の形態のようにチ
ャージシェア電位を用いて黒書き込みをする場合）、図１３（ａ）に示すように液晶分子
２０は、垂直配向状態となり、この垂直配向状態から上下基板間に高電圧を印加すると、
図１３（ｂ）に示すように、液晶分子２０が倒れて水平配向状態となる。
【０２１９】
　但し、液晶分子２０に対してかかる電圧が低いほど、つまり、液晶分子２０が垂直配向
に近いほど、この垂直配向状態から高電圧を印加して液晶分子を転倒させると、図１４に
示すように、液晶分子２０の基板に対する垂直軸２１からの傾斜角は制御できるが、液晶
分子２０が転倒する方向（水平方位角方向）までは制御することができず、図１５に示す
ように、いずれの方向に転倒するかわからないという問題がある。
【０２２０】
　すなわち、液晶分子２０は、その時にエネルギー的に安定な様々な方向に倒れる。その
後、図１５中に矢印にて示すように、各液晶分子が正解方向に向かって移動するが、液晶
分子２０は互いに排除体勢にあるため（つまり互いにすり抜けることができないため）、
液晶分子が正解方向に配向されるまで、非常に時間がかかる、という問題が生じる。さら
にクロスニコルをなす偏光板の吸収軸方向から４５度方向に配向しない液晶分子は透過率
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を低下させる。
【０２２１】
　上記したような問題が生じるのは、主として、ある種の配向状態をもつ、ＶＡモードの
液晶表示装置の場合である。つまり、このような液晶表示装置は、図１６に示すように、
リブ領域、および、電極スリット領域を有している。リブ領域には、同図に示すように、
基板と平行な面に対して斜めの傾斜面を持つテーパー部２２が配設されており、このテー
パー部２２に沿って、液晶分子２０が傾斜配向するようになっている。一方、電極スリッ
ト領域には、同図に示すように、スリット２３が設けられており、このスリット２３には
電極印加時に斜め電界がかかり液晶分子２０が傾斜配向し易くなっている。
【０２２２】
　このリブ領域とスリット領域との間のプレチルトが非常に小さい領域に配された液晶分
子２０は、リブ領域やスリット領域に配された液晶分子２０の配向方向にならって傾斜配
向しようとするが、リブ領域やスリット領域から離れれば離れるほど、液晶分子２０が傾
斜しようとする働きが弱く、より垂直配向に近い形となり、上記のように、液晶分子２０
が正解方向に配向されるまでに時間がかかる。なお、図１６では、リブ領域とスリット領
域が設けられている構成について説明したが、これに限られず、リブ領域のみの場合やス
リット領域のみの場合でもよい。
【０２２３】
　次に、液晶分子の応答駆動について説明する。図１７（ａ）に示すような所望の黒信号
の電位Ｖ１から点灯状態の電位Ｖ２に移行する場合、図１７（ｂ）に実線にて示すように
、点灯状態の目的の階調（透過率）に比較的早く達する。これに対して、図１７（ａ）に
示すような黒信号の電位Ｖ１よりも電位が低い黒書き込みの電位Ｖ３（図１７（ａ）中の
一点鎖線）から点灯状態の電位Ｖ２に移行する場合、上記したように、液晶分子２０が正
解方向に配向されるまで、非常に時間がかかるため、応答速度が遅くなり、図１７（ｂ）
に一点鎖線にて示すように、目的の階調（目的階調）に達するまでに非常に時間がかかる
、という問題がある。
【０２２４】
　次に、この液晶分子２０の応答駆動に基づいて、チャージシェアインパルス駆動につい
ての応答挙動について説明する。図１８（ａ）に示すように、所望の黒信号の電位Ｖ１よ
りも低い黒書き込みの電位Ｖ３から、点灯状態の電位Ｖ２に移行する場合、図１８（ｂ）
に示すように、黒書き込みと点灯状態とが交互に繰り返され、黒書き込みの電位Ｖ３が所
望の黒信号の電位Ｖ１よりも低いため、点灯状態を表す目的階調にいっこうに達しない。
そのため、数フレームにわたる応答破綻となり、尾引きが生じる。
【０２２５】
　これに対して、本実施の形態では、上記した所望の黒信号の電位Ｖ１を、液晶分子２０
をプレチルトさせるための電位とし、より具体的には、次に示すように、階調および／ま
たは規格化輝度にて表現している。チャージシェア電圧固定用電源３５にて、データ信号
Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）の極性反転時にソースラインＳＬ１～ＳＬｎに供給されるデータ信号
（非画像信号；プレチルト信号）を次のように設定している。
【０２２６】
　図１９に示すように、縦軸を規格化輝度とする一方、横軸を階調とする。この場合、上
記の非画像信号が、γ特性２．２、８ビット階調表現（２５６階調）のうちの、１２階調
以上であること、および／または、白レベルを１００％、黒レベルを０％と規格化した輝
度で、０．１％以上であることが好ましい。なお、これらの好ましい値は、本発明者らが
、プレチルト信号レベルを変えながら、尾引き残像のレベルを検証し、１２階調以上（お
よび／または０．１％以上）に設定すれば、尾引き残像を改善できる。
【０２２７】
　図２０（ａ）および図２０（ｂ）は、プレチルト信号をγ特性２．２、表示階調２５６
階調のうちの、１２階調以上に設定した場合についての液晶分子の応答駆動について説明
するグラフである。図２０（ａ）に示すように、プレチルト信号をγ特性２．２、表示階
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調２５６階調のうちの、１２階調以上に設定した電位Ｖ３にて黒書き込みを行なった場合
、図２０（ｂ）に実線にて示すように、黒書き込みから点灯状態にする度に目的の階調に
達するので、つまり、応答破綻が生じない黒書き込み電位Ｖ３から応答することになるの
で、尾引き改善がなされる。
【０２２８】
　つまり、プレチルト信号をγ特性２．２、表示階調２５６階調のうちの、１２階調以上
に設定して黒書き込みを行なうことにより、図２１に示すように、液晶分子２０が垂直配
向状態からやや傾斜する。そのため、この状態から高電圧を印加すると、液晶分子２０は
、所望の方向（正解方向）へ転倒する。従って、応答破綻を防止することができる。
【０２２９】
　また、上記以外でも、例えば、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の
表示輝度Ｔが、表示階調Ｌ、白表示階調Ｌｗ、およびγ特性γに関して、Ｔ＝（Ｌ／Ｌｗ
）γと略近似できるときに、上記のプレチルト信号を、Ｌｗ×１０(－３/γ)以上を示す
信号としてもよい。さらに、白輝度レベルを１とし、黒輝度レベルを０とした場合の表示
輝度Ｔを示す表示階調Ｌをγ特性γに関して、Ｌ＝２５５×Ｔ（１／２．２）と定義し、
上記プレチルト信号を、Ｌ＝１２のときの階調電圧より大きい階調電圧を発生する信号と
してもよい。これらの場合でも、尾引きを改善することができる。
【０２３０】
　なお、本明細書においては、上記のようにγ２．２を表式化している。γ２．２のカー
ブは、少なくとも次の２種類の波形が挙げられる。
(i) Ｔ＝（Ｌ／２５５）２．２、
(ii) Ｔ＝（Ｌ／２５５）／４．５、または、（Ｌ／２５５＋０．０９９）／１．０９９
）２．２

　また、プレチルト信号をγ特性２．２、表示階調２５６階調のうちの、１２階調以上に
設定して黒書き込みを行なった場合、オーバーシュート駆動（ＯＳ駆動）を実行する場合
にも次のような効果を奏する。ＯＳ駆動は、目的の階調電圧よりも過剰な電圧を印加する
ことによって、応答が遅い階調遷移を補償する技術である。通常、ＯＳ駆動は、開始階調
と目的階調とから、適切なＯＳ量（階調補正量）を演算して駆動する。すなわち、次式の
関数にて演算処理する。
【０２３１】
　ＯＳ量＝目的階調＋α（開始階調、目的階調）（αは関数）
　それゆえ、上記したような電圧の印加によって水平方位角方向を制御できない局面の場
合、ＯＳ駆動を実行しても、液晶表示装置の応答特性を制御できない。つまり、ＯＳ駆動
を実行する際に、電圧あるいは階調で制御できない成分を考慮しなければならず、特別な
補正アルゴリズムの構築が必要となる。このため、ＯＳ駆動を行なうためには、図２２に
示すように、通常のＯＳ駆動を行なう液晶表示装置に備えられている前回のデータを記憶
しておくフレームメモリ７１と、制御部７２と、に加えて、複雑な演算を必要とする補正
アルゴリズムを組み込んだ回路規模の大きい、ＯＳ演算部７３を設ける必要があった。そ
のため、回路規模が大きくなり、リアルタイムでの演算が困難となるという問題がある。
【０２３２】
　これに対して、上記のように、プレチルト信号を２５６階調（γ２．２）中、１２階調
以上に設定して黒書き込みを行なった場合、液晶分子の配向を階調（すなわち電圧）で制
御できるため、αは、簡単な近似式、または、ルックアップテーブルにより補正できるた
め、図２３に示すように、ＯＳ演算部７３の駆動回路を比較的小規模のものにすることが
できる。
【０２３３】
　さらに、上記では、プレチルト信号を、γ特性２．２、表示階調２５６階調のうちの、
１２階調以上を示す信号であるとしたが、これに限定されず、例えば、γ特性２．２、表
示階調１０２４階調のうちの、４５階調以上を示す信号でもよい。この場合でも上記と同
様の効果を得ることができる。
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【０２３４】
　上記のように、チャージシェア電圧固定用電源３５を用いて黒を書き込む電位を固定と
した場合からのさらなる改善策について説明する。まず、黒書き込みを行なう場合の、理
想的な電圧とフレームとの関係について説明する。理想的な電圧とフレームとの関係では
、図２４に示すように、映像信号を書き込む段階の極性反転する電位差ａ・ｃが互いに等
しいと共に、黒書き込みする段階の極性反転する電位差ｂ・ｄが互いに等しくなっている
。従って、それぞれの状態で電位差が揃うため、応答速度を高めることができる。また、
黒を書き込む電位の極性がそれぞれ異なっているため極性に偏りがなく、電気的にオフセ
ットすることがなく、信頼性を高めることができる。また、フレームの最後において画素
に印加するプレチルト信号の極性は、次のフレームのデータ信号の極性にあわせることが
好ましい。こうすることで、画素をプレ充電することができ、画素の充電率向上の観点か
ら有利となる。
【０２３５】
　これに対して、上記したように、黒書き込みが固定値の場合、図２５に示すように、映
像信号を書き込む段階の極性が反転する電位差ｅ・ｆが互いに異なり、黒書き込みする段
階の極性反転する電位差ｇ・ｈが互いに異なっている。液晶の応答特性は電位差によって
変わるため、応答特性が異なり、極性によって輝度が異なってしまう。このため、例えば
、ドット反転駆動の場合、市松状の応答むらが生じる。また、黒書き込みが固定値の場合
、図２５に示すように、画素の極性に偏りが生じる。つまり、黒書き込みの電位が片側極
性となり、電気的にオフセットしてしまい、信頼性上の懸念が生じる。
【０２３６】
　これに対して、本実施の形態では、図２６に示すように、アナログ電圧を調整してプラ
ス極性とマイナス極性での実効値を補正している。これにより、信頼性を向上させること
ができると共に、焼き付きを防止することができる。また、このアナログ補正と共に、ま
たは、アナログ補正の代わりに、表示部１の各画素へ供給する映像信号に極性反転情報に
応じた補正を行なうことにより、適切なＯＳ駆動をするデジタル補正を行なってもよい。
【０２３７】
　このデジタル補正を行なうためのオーバーシュート駆動回路（ＯＳ駆動回路）の構成に
ついて、ブロック図を用いて説明する。このＯＳ駆動回路は、表示制御回路２（図２）の
前段に配されており、図２７に示すように、画素の極性情報処理部（極性情報処理部）５
１、制御部５２、補正量演算部５３、ルックアップテーブル（ＬＵＴ）５４、およびオー
バーシュート処理部５５を備えている。
【０２３８】
　極性情報処理部５１は、予め設計された例えばドット反転駆動などの反転駆動条件と表
示部１（パネル内）の画素の位置情報と、から当該画素が＋または－のどちらの極性をと
るかの極性情報を検知する。一例として、反転駆動条件がドット反転方式である場合につ
いて説明する。画素の極性情報と画素の位置情報である番地を示す（ｘ，ｙ）との関係は
、図２８に示すように、（ｘ，ｙ）の偶奇が一致する場合には画素の極性情報が＋となり
、（ｘ，ｙ）の偶奇が異なる場合には画素の極性情報が－となる。つまり、反転駆動条件
が決まれば、画素の位置情報から一義的に画素の極性情報を得ることができる。
【０２３９】
　制御部５２は、外部から映像信号（デジタル画像信号ＤＡ；図２）を受け取ると共に、
極性情報処理部５１から、画素の極性情報（＋または－）の情報を受け取る。補正量演算
部５３は、制御部５２から映像信号および極性状態の情報を受け取り、ＬＵＴ５４を参照
して、補正値を得る。補正量演算部５３は、この補正値を補正映像信号として、次段のオ
ーバーシュート処理部５５に送信する。ここで、図２９にＬＵＴ５４の一例を示す。同図
に示すように、ＬＵＴ５４には、画素の極性情報および映像信号に対して、補正値が割り
当てられている。そのため、例えば、（映像信号，極性情報）＝（５，＋）の場合、「８
」という補正値を得ることができる。
【０２４０】
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　オーバーシュート処理部５５は、補正量演算部５３から受け取った今回の補正映像信号
と、図示しないフレームメモリに格納しておいた前回の補正映像信号とを互いに比較して
、今回の補正映像信号を適切に強調したＯＳ駆動信号をディスプレイ駆動部である、表示
制御回路２へ送信する。
【０２４１】
　なお、ＯＳ駆動回路の各部材の配置は、図２７に示す配置に限らず、次のような配置で
もよい。図２７では、各部材は、ＯＳ駆動回路の前段から後段に向かって、画素の極性情
報処理部５１および制御部５２→補正量演算部５３およびルックアップテーブル５４→オ
ーバーシュート駆動部５５の順で配されている。これに対して、図３０に示すように、Ｏ
Ｓ駆動回路の前段から後段に向かって、オーバーシュート駆動部５５→画素の極性情報処
理部５１および制御部５２→補正量演算部５３およびルックアップテーブル５４の順に配
されていてもよい。つまり、デジタル補正と、オーバーシュート駆動との順序を入れ替え
てもよい。
【０２４２】
　この図３０に示すＯＳ駆動回路の動作について説明する。なお、すでに説明した事項と
同様の事項については適宜その説明を省略する。
【０２４３】
　オーバーシュート駆動部５５は、外部から映像信号を受け取り、今回の映像信号と前回
の映像信号とを互いに比較して、今回の映像信号を適切に強調した、オーバーシュート補
正量としてのＯＳ補正信号を制御部５２へ送る。このＯＳ補正信号を受け取った制御部５
２は、極性情報処理部５１から画素の極性情報（＋または－）の情報を受け取る。
【０２４４】
　補正量演算部５３は、制御部５２からＯＳ補正信号および極性情報を受け取り、ＬＵＴ
５４を参照して、階調補正量としての補正値を得る。補正量演算部５３は、この補正値を
補正駆動信号として、ディスプレイ駆動部である、表示制御回路２へ送信する。
【０２４５】
　次に、図３１に、図３０に示すＬＵＴ５４の一例を示す。同図に示すように、ＬＵＴ５
４には、画素の極性情報およびＯＳ補正信号に対して、補正値が割り当てられている。そ
のため、例えば、（ＯＳ補正信号，極性情報）＝（５，＋）の場合、「６」という補正値
を得ることができる。
【０２４６】
　以上のようなデジタル補正によって、図３２に示すような階調の補正を行うことができ
る。これにより、黒を書き込むための固定としたままでも、映像信号を書き込む段階の極
性反転する電位差ｉ・ｊをほぼ等しくすることができると共に、黒書き込みする段階の極
性反転する電位差ｋ・ｌをほぼ等しくすることができる。これにより、それぞれの状態で
電位差が揃うため、応答速度を高めることができる。
【０２４７】
　さらに、黒を書き込むタイミングと同期させて、液晶表示装置に設けられたバックライ
トを消灯させてもよい。バックライトは、液晶表示装置の液晶表示パネル８１の裏面に配
されており、図３３に示すように、複数の（８本の）直下型蛍光ランプ（バックライト）
８２ａ～８２ｈと、各蛍光ランプ８２ａ～８２ｈに接続された複数のインバータ８３ａ～
８３ｈ、これらのインバータ８３ａ～８３ｈにそれぞれ接続された複数の切り替えスイッ
チ８４ａ～８４ｈと、これらの切り替えスイッチ８４ａ～８４ｈを統合するバックライト
駆動回路８５と、を備えている。
【０２４８】
　各蛍光ランプ８２ａ～８２ｈは、ゲートラインＧＬ１～ＧＬｍ（図２）に平行な方向に
配されており、走査信号Ｇ（１）～Ｇ（ｍ）（図２）に同期させて、配された順に、点灯
・消灯するようになっている。また、上記したように、各蛍光ランプ８２ａ～８２ｈには
、インバータ８３ａ～８３ｈおよび切り替えスイッチ８４ａ～８４ｈが備えられており、
各蛍光ランプ８２ａ～８２ｈは互いに独立して点灯・消灯させることが可能となっている



(42) JP 4800381 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

。蛍光ランプ８２ａ～８２ｈは、それぞれ図３３に示すように、液晶表示パネル８１を垂
直方向に８分割した８つの分割表示領域に対応して設けられている。なお、各蛍光ランプ
８２ａ～８２ｈには、例えば、冷極陰管を用いることができる。
【０２４９】
　バックライト駆動回路８５は、外部から入力される走査信号Ｇ（１）～Ｇ（ｍ）に同期
させて、切り替えスイッチ８４ａ～８４ｈをオン・オフさせて、各蛍光ランプ８２ａ～８
２ｈの点灯・消灯を制御する。
【０２５０】
　次に、バックライトの動作について説明する。図３４（ａ）は、１垂直走査期間（１Ｖ
）における、あるゲートラインＧＬｊに印加される走査信号の波形図であり、図３４（ｂ
）は、１垂直走査期間（１Ｖ）における、バックライトの点灯・消灯とを示す波形図であ
る。なお、図３４（ｂ）において、バックライトは、ハイレベルのとき点灯し、ローレベ
ルのとき消灯するとする。例えば、図３４（ａ）に示すように、分割領域の１番目（一番
上）に配されたゲートラインＧＬ１に画素データ書込パルスＰｗが印加されると、この画
素データ書込パルスＰｗに同期してバックライト駆動回路８５は、蛍光ランプ８２ａに対
応して設けられた切り替えスイッチ８４ａをオンして、図３４（ｂ）に示すように、蛍光
ランプ８２ａを点灯する。
【０２５１】
　次に、図３４（ａ）に示すように、ゲートラインＧＬ１に黒電圧印加パルスＰｂが印加
されると、該黒電圧印加パルスＰｂの印加に同期してバックライト駆動回路８５は、蛍光
ランプ８２ａに対応して設けられた切り替えスイッチ８４ａをオフして、図３４（ｂ）に
示すように、蛍光ランプ８２ａを消灯する。そして、この蛍光ランプ８２ａは、次フレー
ムにおいてゲートラインＧＬ１に画素データ書込パルスＰｗが印加されるまで消灯状態を
維持する。
【０２５２】
　同様にして、各分割表示領域において、上記の動作を行なう。つまり、各分割表示領域
において、該分割表示領域に配された蛍光ランプ８２ａ～８２ｈを点灯・消灯する動作を
１垂直走査期間に繰り返す。以上のように、黒電圧印加パルスＰｂを印加するタイミング
と同期させて蛍光ランプ８２ａ～８２ｈを消灯させれば、例えば、完全な黒電圧が印加さ
れずに、液晶表示パネルの８１画素透過率が十分に下がらない場合でも、透過光を低下で
きるので、インパルス効果を高めることができる。つまり、液晶の応答速度改善を主眼と
して、プレチルト電圧を独立に決定することが可能となる。
【０２５３】
　なお、上記の例では、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈの本数を８本としたが、これに限定さ
れない。また、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈの本数が多ければ、多いほど、１本の蛍光ラン
プに対応するゲートラインの本数が少なくなるので、各ゲートラインＧＬｊで画素データ
書込パルスＰｗおよび黒電圧印加パルスＰｂを印加時間が異なることにより生じる輝度ム
ラが軽減するが、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈ、インバータ８３ａ～８３ｈ、切り替えスイ
ッチ８４ａ～８４ｈなどの数も増えるためコストおよび消費電力が増加する。
【０２５４】
　また、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈが少なすぎれば、所望の表示輝度が得られない場合も
あるが、この場合には、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈの発光効率を高めるために、蛍光ラン
プ８２ａ～８２ｈとして、熱陰極管を用いてもよい。蛍光ランプ８２ａ～８２ｈとしては
、その他、ＬＥＤなどの光源を用いてもよく、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈが、ＬＥＤであ
れば、分割表示領域をよりフレキシブルに分割することができる。
【０２５５】
　また、上記では、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈを切り替えスイッチ８４ａ～８４ｈにより
完全に消灯したが、点灯状態で、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈへ流れるランプ電流を制御し
、蛍光ランプの輝度、つまりランプ輝度を低減してもよい。さらに、上記では、各分割表
示領域に対応する１ライン目（１番目）のゲートラインＧＬ１の画素データ書込パルスＰ
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ｗおよび黒電圧印加パルスＰｂに同期させて、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈを点灯および消
灯させたが、各分割表示領域内で蛍光ランプ８２ａ～８２ｈの消灯によるインパルス効果
の均一性を上げるためには、各分割表示領域内の中央のゲートラインの画素データ書込パ
ルスＰｗおよび黒電圧印加パルスＰｂに同期させて、蛍光ランプ８２ａ～８２ｈを点灯お
よび消灯させることが好ましい。但し、どのゲートラインの画素データ書込パルスＰｗお
よび黒電圧印加パルスＰｂに同期に同期させてもよい。
【０２５６】
　さらに、上記の液晶表示装置を適用したテレビジョン受信機について、図３５～図３７
を参照しながら以下に説明する。つまり、上記した各液晶表示装置はテレビジョン受信機
にも用いることができる。
【０２５７】
　図３５は、テレビジョン受信機用の液晶表示装置の回路ブロックを示す。液晶表示装置
は、図３５に示すように、Ｙ／Ｃ分離回路９０、ビデオクロマ回路９１、Ａ／Ｄコンバー
タ９２、液晶コントローラ９３、液晶パネル９４、バックライト駆動回路９５、バックラ
イト９６、マイコン９７、階調回路９８を備えた構成となっている。
【０２５８】
　上記液晶パネル９４は、上述した各実施の形態で説明した何れの構成であってもよい。
上記構成の液晶表示装置において、まず、テレビ信号の入力映像信号は、Ｙ／Ｃ分離回路
９０に入力され、輝度信号と色信号に分離される。輝度信号と色信号はビデオクロマ回路
９１にて光の３原色である、Ｒ・Ｇ・Ｂに変換され、さらに、このアナログＲＧＢ信号は
Ａ／Ｄコンバータ９２により、デジタルＲＧＢ信号に変換され、液晶コントローラ９３に
入力される。
【０２５９】
　液晶パネル９４では液晶コントローラ９３からのＲＧＢ信号が所定のタイミングで入力
されると共に、階調回路９８からのＲ・Ｇ・Ｂそれぞれの階調電圧が供給され、画像が表
示されることになる。これらの処理を含め、システム全体の制御はマイコン９７が行うこ
とになる。なお、映像信号として、テレビジョン放送に基づく映像信号、カメラにより撮
像された映像信号、インターネット回線を介して供給される映像信号など、様々な映像信
号に基づいて表示可能である。
【０２６０】
　さらに、図３６に示すチューナー部９９ではテレビジョン放送を受信して映像信号を出
力し、液晶表示装置（表示装置）１００ではチューナー部９９から出力された映像信号に
基づいて画像（映像）表示を行う。
【０２６１】
　また、上記構成の液晶表示装置をテレビジョン受信機とするとき、例えば、図３７に示
すように、液晶表示装置１００を第１筐体１０１と第２筐体１０６とで包み込むようにし
て挟持した構成となっている。第１筐体３０１には、液晶表示装置１００で表示される映
像を透過させる開口部１０１ａが形成されている。また、第２筐体１０６は、液晶表示装
置１００の背面側を覆うものであり、該液晶表示装置１００を操作するための操作用回路
１０５が設けられるとともに、下方に支持用部材１０８が取り付けられている。
【０２６２】
　また、上記ゲートドライバ４は、図５（ａ）および図５（ｂ）に示した構成に限定され
るものではなく、図１（ｄ）（ｅ）に示すような走査信号Ｇ（１）～Ｇ（ｍ）を生成する
ものであれば何でもよい。また、上記では、図１（ｄ）（ｅ）に示すように、各ゲートラ
インＧＬｊには１フレーム期間毎に３個の黒電圧印加パルスＰｂが印加されるが、１フレ
ーム期間における黒電圧印加パルスＰｂの個数すなわち１つのゲートラインが黒信号挿入
期間で選択状態となる１フレーム期間当たりの回数は３回に限定されるものではなく、表
示を黒レベルとすることができるような１以上の数であればよい。図１（ｆ）からわかる
ように、１フレーム期間における黒電圧印加パルスＰｂの個数を変えることにより黒表示
期間Ｔｂｋにおける黒レベル（表示輝度）を所望の値に設定することができる。
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【０２６３】
　また、上記実施形態では、各ゲートラインＧＬｊに対し、画素データ書込パルスＰｗが
印加されてから２／３フレーム期間の長さの画素データ保持期間Ｔｈｄが経過した時点で
黒電圧印加パルスＰｂが印加され（図１（ｄ）（ｅ））、各フレームにつき、ほぼ１／３
フレーム期間程度の黒挿入が行われるが、黒表示期間Ｔｂｋは１／３フレーム期間に限定
されるものではない。黒表示期間Ｔｂｋを長くすればインパルス化の効果が大きくなり動
画表示性能の改善（尾引残像の抑制等）には有効であるが、表示輝度が低下することにな
るので、インパルス化の効果と表示輝度とを勘案して適切な黒表示期間Ｔｂｋが設定され
ることになる。
【０２６４】
　なお、上記では、図１１および図１２に示すように、第１のＭＯＳトランジスタＳＷａ
と、第２のＭＯＳトランジスタＳＷｂおよび第３のＭＯＳトランジスタＳＷｂ２または第
２のＭＯＳトランジスタＳＷｃと、インバータ３３とにより、チャージシェア期間Ｔｓｈ
においてソースラインＳＬ１～ＳＬｎへのデータ信号Ｓ（１）～Ｓ（ｎ）の印加を遮断す
ると共にそれらのソースラインＳＬ１～ＳＬｎ（各隣接ソースライン）を互いに短絡する
スイッチ回路が構成され、このスイッチ回路はソースドライバ３に含まれる。しかし、こ
のスイッチ回路の一部または全部をソースドライバ３の外部に設ける構成、例えばＴＦＴ
を用いて表示部１内に画素アレイと一体化して設ける構成としてもよい。
【０２６５】
　図３８は、ソースドライバ３の出力部１３の他の構成を示す回路図である。図３９（ａ
）～（ｄ）は、図３８に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動方法を説明する
ための波形図である。
【０２６６】
　図３８に示す出力部１３は、図１２に示すソースドライバ３の出力部１３とほぼ同じ構
成であるため、図１２に示すソースドライバ３の出力部１３と異なる箇所のみ説明する。
この図３８に示す出力部は、図１２に示すチャージシェア電圧固定用電源３５の代わりに
、極性が反転する第１の極性反転電源１００を備えている。なお、図３８に示す出力部１
３には、チャージシェア制御信号Ｃｓｈを生成する第１のチャージシェア制御信号源１０
１を記載しているが、この第１のチャージシェア制御信号源１０１は、図１１・１２に示
す出力部１３にも設けられているものである。また、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎには、
絵素１０２が設けられている。さらに、各出力バッファ３１の前段には、アナログ電圧信
号ｄ（ｉ）を生成する入力信号源１１１が設けられている。
【０２６７】
　ここで、特に、第２のＭＯＳトランジスタＳＷｃに接続された第１の極性反転電源１０
０には、ゲートスタートパルスＧＳＰが入力されており、この第１の極性反転電源１００
は、入力されたゲートスタートパルスＧＳＰに同期して極性が反転する電圧を生成してい
る。ここで、極性が反転するとは、コモン電圧に対してプラス（＋）、マイナス（－）を
変わることをいう。
【０２６８】
　具体的には、画素データ書込パルスに対応するＧＳＰａ（図３９（ａ））に同期するチ
ャージシェア制御信号ｃｓｈａによる短絡時と、チャージシェア制御信号ｃｓｈｂによる
短絡時（図３９（ｂ））と、で互いに極性の異なる電圧をソースラインＳＬｎ、ＳＬｎ＋
１に印加している（図３９（ｃ）（ｄ））。このように極性を反転させた電圧の印加を１
Ｖ（１フレーム；１垂直走査期間）ごとに行なっている。
【０２６９】
　本実施の形態では、ゲートスタートパルスＧＳＰは、黒電圧印加パルスに対応する期間
にも入力される（つまり黒挿入用のゲートスタートパルスＧＳＰもある）。そのため、第
１の極性反転電源１００の電圧は、黒挿入用のゲートスタートパルスＧＳＰ以外のゲート
スタートパルスＧＳＰにおいて、極性を反転させている。それゆえ、ゲートスタートパル
スＧＳＰが２つ入力されるたびに極性を反転させている。これにより、１フレームごとに
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極性を反転させることができる。従って、片側極性にて生じる焼き付きを防止することが
できる。
【０２７０】
　図４０は、ソースドライバ３の出力部１３のさらに他の構成を示す回路図である。また
、図４１（ａ）～（ｅ）は、図４０に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動方
法を説明するための波形図である。
【０２７１】
　図４０に示す出力部１３は、図３８に示す出力部における第１の極性反転電源１００の
代わりに、第２の極性反転電源１０３を備えている。この第２の極性反転電源１０３には
、図４０に示すように、外部からゲートクロック信号ＧＣＫが入力されており、第２の極
性反転電源１０３は入力されたゲートクロック信号ＧＣＫに同期して極性が反転する電圧
を生成している。
【０２７２】
　具体的には、ゲートクロック信号ＧＣＫ（図４１（ｂ））に同期して入力されるチャー
ジシェア制御信号ｃｓｈ（図４１（ｃ））における短絡時に極性が異なる電圧をソースラ
インＳＬｎ・ＳＬｎ＋１に印加している（図４１（ｄ）（ｅ））。このように極性を反転
させた電圧の印加を１Ｈ（１水平走査期間）ごとに行なっている。従って、この図３９に
示す出力部の構成においても、片側極性にて生じる焼き付きをより一層防止することがで
きる。
【０２７３】
　図４２は、ソースドライバ３の出力部１３のさらに他の構成を示す回路図である。図４
３（ａ）～（ｆ）は、図４２に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動方法を説
明するための波形図である。同図に示す出力部１３は、第１のチャージシェア制御信号源
１０１に加えて、該第１のチャージシェア制御信号源１０１に並列に第２のチャージシェ
ア制御信号源１０５を備えている。
【０２７４】
　さらに、これら第１のチャージシェア制御信号源１０１および第２のチャージシェア制
御信号源１０５の後段には、それぞれが生成するチャージシェア制御信号ｃｓｈ１・ｃｈ
ｈ２が入力されるＯＲゲート１０６が設けられており、該ＯＲゲート１０６の出力がイン
バータ３３に入力されるようになっている。
【０２７５】
　ここで、特に、図４２に示す出力部１３では、各ソースラインＳＬｉにおける第２のＭ
ＯＳトランジスタＳＷｃの絵素１０２側に第４のＭＯＳトランジスタＳＷｄが設けられて
いる。この第４のＭＯＳトランジスタＳＷｄは、隣接ソースラインＳＬ１～ＳＬｎ間に１
つ個ずつ設けられており、さらに、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎの奇数行と偶数行とで、
各第４のＭＯＳトランジスタＳＷｄのゲート端子が別々に統合されている。これら別々に
統合されたゲート端子には、それぞれ第２のチャージシェア制御信号源１０５が生成した
チャージシェア信号ｃｓｈ２が入力されるようになっている。
【０２７６】
　また、奇数行のソースラインＳＬ１・ＳＬ３…には、第２の極性反転電源１０３により
生成される電圧、（つまりゲートクロック信号ＧＣＫに同期して極性が反転する電圧）が
印加される一方、偶数行のソースラインＳＬ２・ＳＬ４…には、第２の極性反転電源１０
３により生成される電圧をさらに、インバータ１０７にて極性を反転させた電圧が印加さ
れている。
【０２７７】
　具体的には、ゲートクロック信号ＧＣＫ（図４３（ｂ））に同期していると共に、タイ
ミングがずれたチャージシェア制御信号ｃｓｈ１・ｃｓｈ２を生成する（図４３（ｂ）（
ｃ））。そして、チャージシェア制御信号ｃｓｈ１の入力のタイミングで、全てのソース
ラインＳＬ１～ＳＬｎを短絡させて、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎの電荷を中和し、その
後、チャージシェア制御信号ｃｓｈ２の入力時に、隣接するソースラインＳｎ・Ｓｎ＋１
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間で互いに極性が異なる電圧が印加される（図４３（ｅ）（ｆ））。このように、１水平
走査期間ごとに極性が反転すると共に、隣接するソースライン同士で互いに極性が異なる
、電圧を印加している。それゆえ、焼き付きを防止することができる。
【０２７８】
　また図４３（ｅ）（ｆ）に示すように、チャージシェア制御信号ｃｓｈ２に対応する非
画像信号の極性は、あとに続く水平走査期間におけるデータ信号極性に揃える方が、充電
率向上に有利となる。詳細は後述する実施形態２で説明する。
【０２７９】
　また、後のフレームにおいて画素に印加するデータ信号の極性と、前のフレームで画素
へ印加する最後のプレチルト信号（非画像信号）の極性とは、同じ極性であることが望ま
しい。これにより、画素の充電率向上に有利となる。詳細は後述する実施形態２で説明す
る。
【０２８０】
　図４４は、ソースドライバ３の出力部１３のさらに他の構成を示す回路図である。図４
５（ａ）～（ｅ）は図４４に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動方法を説明
するための波形図である。
【０２８１】
　この出力部は、図１２に示すソースドライバ３の構成に加えて、第２のＭＯＳトランジ
スタＳＷｃとチャージシェア電圧固定用電源３５との間に定電圧ダイオード１０８が配さ
れている。つまり、各第２のＭＯＳトランジスタＳＷｃに定電圧ダイオード１０８を接続
し、これらの定電圧ダイオード１０８を一つの配線にて統合し、この配線にチャージシェ
ア電圧固定用電源３５を接続している。この固定電源の電圧は、例えばデータ信号電圧の
最大値と最小値の中央値とする。
【０２８２】
　この定電圧ダイオード１０８を設けることにより、チャージシェア制御信号ｃｓｈ入力
、つまり、各ソースラインＳＬｉの短絡によっても、ソースラインＳＬｉの電圧が完全に
は抜けず、一定の電圧が残る。この一定の電圧は、定電圧ダイオードのツェナー電圧を適
宜選択することで調整可能である。
【０２８３】
　具体的には、ゲートクロック信号ＧＣＫ（図４５（ｂ））に同期したチャージシェア制
御信号ｃｓｈの入力のタイミングで、全てのソースラインＳＬ１～ＳＬｎを短絡させると
共に、チャージシェア電圧固定用電源３５からの電圧をソースラインＳＬ１～ＳＬｎに印
加する。このとき、定電圧ダイオード１０８によりソースラインＳＬ１～ＳＬｎに電圧が
保持されるため、隣接するソースラインＳｎ・Ｓｎ＋１間で互いに極性が異なる電圧が印
加される（図４５（ｄ）（ｅ））。この「互いに極性が異なる電圧」は、固定電源の設定
電圧と定電圧ダイオードのツェナー電圧により決めることが出来る。
【０２８４】
　なお図４５（ｄ）（ｅ）では反対となっているが、チャージシェア制御信号ｃｓｈ対応
する非画像信号の極性は、あとに続く水平走査期間におけるデータ信号の極性に揃える方
が、充電率向上に有利となる。
【０２８５】
　また、後のフレームにおいて画素に印加するデータ信号の極性と、前のフレームで画素
へ印加する最後のプレチルト信号（非画像信号）の極性とは、同じ極性であることが望ま
しい。これにより、画素の充電率向上に有利となる。詳細は後述する実施形態２で説明す
る。
【０２８６】
　さらに、上記した実施の形態の説明では、いずれもチャージシェア制御信号の入力時に
、各ソースラインＳＬｉを短絡させて、短絡させたソースラインＳＬｉに黒を書き込むた
めの電圧を印加することにより、黒書き込みを行なっていたが、黒書き込みの方法は、こ
の方法に限定されない。
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【０２８７】
　図４６は、ソースドライバの出力部のさらに他の構成を示す回路図である。図４７（ａ
）～（ｉ）は、図４６に示す出力部を備えたソースドライバ３の駆動方法を説明するため
の波形図である。この出力部には、図１１・１２・４２に示すようなチャージシェア電圧
固定用電源３５は設けられておらず、また、図３８・４０・４２に示すような第１の極性
反転電源１００や第２の極性反転電源１０３も設けられていない。図４６に示す出力部で
は、これらの代わりに、各ソースラインＳＬｉに第５のＭＯＳトランジスタＳＷｅを介し
て、非画像信号（黒を書き込むための信号）Ｎ（１）～Ｎ（ｍ）が入力される構成となっ
ている。第５のＭＯＳトランジスタＳＷｅの一端には、出力バッファ１１０が接続されて
おり、他端には、ソースラインＳＬｉを介して第１のＭＯＳトランジスタＳＷａが接続さ
れている。また、第５のＭＯＳトランジスタＳＷｅのゲート端子には、チャージシェア制
御信号が入力されるようになっている。
【０２８８】
　具体的には、図４７（ｆ）（ｇ）に示すように、互いに極性が異なり、１ＨごとにＨｉ
ｇｈレベルと、Ｌｏｗレベルとを繰り返す非画像信号Ｎ（ｎ）・Ｎ（ｎ＋１）をソースラ
インＳＬｎ・ＳＬｎ＋１に印加する。これらの非画像信号Ｎ（ｎ）・Ｎ（ｎ＋１）は、ソ
ースラインＳＬｎ・ＳＬｎ＋１に印加されるアナログ電圧信号ｄ（ｎ）の極性反転とは１
／２Ｈずれている（図４７（ｄ）（ｅ））。上記構成によれば、黒書き込むための信号（
非画像信号Ｎ（ｎ））を、直接各ソースラインＳＬｉに印加することにより、黒書き込み
を行なうことができる（図４７（ｈ）（ｉ））。
【０２８９】
　なお、４７（ｈ）（ｉ）では反対となっているが、チャージシェア制御信号ｃｈｓ対応
する非画像信号の極性は、あとに続く水平走査期間におけるデータ信号の極性に揃える方
が、充電率向上に有利となる。
【０２９０】
　また、後のフレームにおいて画素に印加するデータ信号の極性と、前のフレームで画素
へ印加する最後のプレチルト信号（非画像信号）の極性とは、同じ極性であることが望ま
しい。これにより、画素の充電率向上に有利となる。詳細は後述する実施形態２で説明す
る。
【０２９１】
　最後に、図２７および図３０に示したＯＳ駆動回路の各ブロック、特に極性情報処理部
５１および補正量演算部５３は、ハードウェアロジックによって構成してもよいし、次の
ようにＣＰＵを用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【０２９２】
　すなわち、ＯＳ駆動回路は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣＰＵ
（central processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memory）
、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよび各
種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本発明
の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアであるＯＳ駆動回路の制御プログラムの
プログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログラム）を
コンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上記ＯＳ駆動回路に供給し、そのコ
ンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されているプログラムコードを読
み出し実行することによっても、達成可能である。
【０２９３】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０２９４】
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　また、ＯＳ駆動回路を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコードを
通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限定さ
れず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳＤＮ
、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網、移
動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝送媒
体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケーブ
ルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外線、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回線、
地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコード
が電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形態で
も実現され得る。
【０２９５】
　〔実施の形態２〕
　続いて、本発明の他の実施形態について以下に説明する。本発明における液晶表示装置
の駆動方法は、複数の水平走査期間毎にそれぞれの画素の極性が反転してもよい。本実施
形態では、複数の走査線ごとにデータ信号の極性を反転するｎＨ反転（ｎは２以上の整数
）の駆動方法について説明する。
【０２９６】
　なお、実施の形態１では、１水平走査期間ごとに信号の極性が反転するもの（すなわち
、１Ｈ反転駆動）を例に挙げて説明したが、本実施の形態２は、１Ｈ反転が２Ｈ反転にな
った点のみが実施の形態１とは異なる。そこで、実施の形態１と共通する点についてはそ
の説明を省略し、異なる点のみを説明する。また、各部材名称および部材番号、ならびに
、信号の名称および信号の符号についても、共通するものは共通の名称及び番号（または
符号）を付し、その説明を省略する。
【０２９７】
　まず、ｎＨ反転駆動の一例として、２水平走査期間毎にデータ信号線における信号の極
性が反転する２Ｈ反転駆動を挙げて説明する。２Ｈ反転駆動には、隣接するソースライン
（データ信号線）ごとに極性が反転する２Ｈドット反転（図４９（ａ）参照）と、隣接す
るソースライン（データ信号線）において極性が反転しない２Ｈライン反転（図４９（ｂ
）参照）などがあるが、本実施形態に本質的に影響しないため、特に記載のない限り区別
せず説明する。
【０２９８】
　このような２Ｈ反転駆動において、好ましくは、極性反転する水平走査期間の間と極性
反転しない水平走査期間の間の両方において、非画像信号をデータ信号線に印加し、非画
像信号の印加のタイミングに合わせて走査信号線を選択するほうがよい。つまり、１Ｈ目
と２Ｈ目との間でソースラインに中間電位（非画像信号）を挿入することにより、黒挿入
（非画像挿入期間）を行なうことが好ましい。このようにすることによって、非画像信号
が画素に印加される始めと終りのタイミングやトータルの時間を各走査信号線において合
わせ易くすることができる。これにより、走査ライン間で生ずる表示ムラを改善すること
ができる。
【０２９９】
　本実施の形態にかかる液晶表示装置は、図２に示す実施の形態１にかかる液晶表示装置
と同様の構成を有している。図４８には、本実施の形態にかかる液晶表示装置における各
信号の波形を示す。（ａ）はアナログ電圧信号を示す波形図であり、（ｂ）はチャージシ
ェア制御信号を示す波形図であり、（ｃ）はデータ信号を示す波形図であり、（ｄ）はゲ
ートラインＧＬｊに印加される走査信号Ｇ（ｊ）を示す波形図であり、（ｅ）はゲートラ
インＧｊ＋１に印加される走査信号Ｇ（ｊ＋１）を示す波形図であり、（ｆ）は画素の輝
度を示す波形図である。なお、図４８に示す本実施の形態の各波形において、図１に示す
実施の形態１の波形と共通する点については、その説明を省略し、異なる点のみを説明す
る。
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【０３００】
　２Ｈ反転駆動では図４８（ａ）に示すように、ソースドライバ３のデータ生成部１２に
おいて生成される映像信号ｄ（i）として、２水平走査期間（２Ｈ）毎に極性の反転する
アナログ電圧信号が用いられる。実施の形態１と異なる点は、図４８（ｂ）に示すように
、前後の水平走査期間で極性反転しない間に、チャージシェア制御信号Ｃｓｈをハイレベ
ルとする点にある。
【０３０１】
　これにより、ソースラインに印加されるデータ信号Ｓ（ｉ）は図４８（ｃ）のようにな
り、極性反転しないところにも非画像信号が印加されることになる。図４８（ｃ）は理想
的な状態であり、実際はある程度なまった波形となっている。本実施の形態のように２Ｈ
反転の場合には、極性反転する時及び極性反転しない時のそれぞれにおいて非画像信号を
印加することで、極性反転する画素としない画素との間に充電率の差が生じ、２Ｈ毎にス
ジムラができることを防止することができる。
【０３０２】
　また、図４８（ｄ）の走査信号Ｇ（ｊ）に示すように、極性反転有無にかかわらず非画
像信号で走査線を選択状態（Ｐｂ）（Ｐｂを黒挿入印加パルスとも呼ぶ）とする。これに
より、画素（ｊ，ｉ）に印加される電圧によって決まる輝度（ｊ，ｉ）は、図４８（ｆ）
のようになる。なお、黒挿入印加パルス（Ｐｂ）の数は、２Ｈ反転の場合には、偶数個と
することが好ましい。これによれば、隣接する走査ライン間において、極性が反転すると
きの黒挿入印加パルス（Ｐｂ）の数と、極性が反転しないときの黒挿入印加パルス（Ｐｂ
）の数とをそろえることができる。これによれば、走査ラインごとに生じる表示ムラを改
善することができる。
【０３０３】
　またデータ信号の極性が＋（正）から－（負）に変わるタイミングと－から＋タイミン
グがあるので、さらに好ましくは、２Ｈ反転の場合には４の倍数個（たとえば４個）とす
ることが好ましい。
【０３０４】
　以上が好適な方法であるが、本発明では、複数の走査線ごとに極性が反転する場合（す
なわち、ｎＨ反転（ｎは２以上の整数）の場合）において、極性反転する水平走査期間の
間に非画像信号をデータ信号線に印加し、非画像信号の印加のタイミングに合わせて走査
信号線を選択するとともに、極性反転しない水平走査期間の間に非画像信号をデータ信号
線に印加し、非画像信号の印加のタイミングに合わせて走査信号線を選択すればよい。ま
た、図示はしていないが、１Ｈずらして飛び越し走査してもよい。
【０３０５】
　以上の説明では、２水平走査期間ごとにデータ信号の極性を反転させる２Ｈ反転につい
て説明したが、本発明はこれに限定されることなく、極性が反転するタイミングを３以上
の水平走査期間毎とすることもできる。図５０には、３以上の水平走査期間毎にデータ信
号の極性を反転させる例として、４Ｈ反転（４Ｈドット反転）の場合の各信号の波形を示
す。図５０に示すように、２Ｈ反転の場合と同様に極性反転しない場合にも、Ｃｓｈ信号
を入れている。それ以外の点については、図４８と同じであるため、説明を省略する。
【０３０６】
　なお、図５０においては、黒挿入印加パルス（Ｐｂ）の数は４個となっている。４の倍
数以外では走査線４本ごとに毎にデータ信号極性反転するタイミングとしないタイミング
の黒挿入印加パルスの個数が異なりムラとなる場合があるからである。すなわちｎＨ反転
の場合、黒挿入印加パルス（Ｐｂ）をｎの倍数個とすることが望ましい。
【０３０７】
　さらには、４Ｈ反転の場合、４×２ｍ（ｍは１以上の整数）となることがより好ましい
。これにより、各走査信号線においてデータ信号の極性が反転する場合の、負から正へ反
転する間の非画像信号が選択される回数、および、正から負への反転する間の非画像信号
が選択される回数を等しくすることができるとともに、信号の極性が反転しない場合の、
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正と正との間に印加される非画像信号が選択される回数、および、負と負との間に印加さ
れる非画像信号が選択される回数を等しくすることができる。これによって、隣接する画
素間の充電率の差をより小さくすることができ、走査線ごとに生じるムラをより改善する
ことができる。すなわちｎＨ反転の場合、黒挿入印加パルス（Ｐｂ）を２ｎの倍数個とす
ることが好ましい。
【０３０８】
　なお、本実施の形態２においても実施の形態１と同様に、非画像信号を、液晶分子をプ
レチルトさせるためのプレチルト信号とすることができる。ここでは、２Ｈ反転において
、非画像信号を、液晶分子をプレチルトさせるためのプレチルト信号とする場合を例に挙
げて説明する。
【０３０９】
　図５１、図５２は、２Ｈドット反転駆動において、非画像信号を、液晶分子をプレチル
トさせるためのプレチルト信号とした場合を説明する図である。図５１は、この場合の駆
動方法を説明するための波形図である。図５２は、図５１に示す各波形を出力するソース
ドライバ３の出力部１３の一実施例の構成を示す回路図である。また、図５３は、図５２
に示す出力部１３を有する液晶表示装置を、その表示部の等価回路と共に示すブロック図
である。また、図５４は、図５３に示すソースドライバの構成を示すブロック図である。
【０３１０】
　図５３において、プレチルト信号の極性反転を決定するリバース信号ＲＥＶおよび電位
を決定するプレチルト信号ＰＴが、表示制御回路２からソースドライバ３へ入力される。
また、ソースドライバ３においては、図５４に示すように、データ信号生成部１２へリバ
ース信号ＲＥＶが入力し、出力部１３へプレチルト信号ＰＴが入力する。他の構成につい
ては、実施の形態１と同じであるので説明を省略する。
【０３１１】
　図５２に示す出力部１３は、図４０に示すソースドライバ３の出力部１３とほぼ同じ構
成であるため、図４０に示すソースドライバ３の出力部１３と異なる箇所のみ説明する。
この図５２に示す出力部は、図４０に示す第２の極性反転電源１０３の代わりに、第３の
極性反転電源１１３を備えている。
【０３１２】
　ここで、特に、図５２に示す出力部１３では、各ソースラインＳＬｉにおける第２のＭ
ＯＳトランジスタＳＷｃの絵素１０２側に第４のＭＯＳトランジスタＳＷｄが設けられて
いる。この第４のＭＯＳトランジスタＳＷｄは、隣接ソースラインＳＬ１～ＳＬｎ間に１
つ個ずつ設けられており、さらに、ソースラインＳＬ１～ＳＬｎの奇数行と偶数行とで、
各第４のＭＯＳトランジスタＳＷｄのゲート端子が別々に統合されている。
【０３１３】
　また、奇数行のソースラインＳＬ１・ＳＬ３…には、第３の極性反転電源１１３により
生成される電圧が印加される一方、偶数行のソースラインＳＬ２・ＳＬ４…には、第３の
極性反転電源１１３により生成される電圧をさらに、インバータ１０７にて極性を反転さ
せた電圧が印加されている。
【０３１４】
　そして、この第３の極性反転電源１１３は、チャージシェア制御信号Ｃｓｈ（図５１（
ｂ））とリバース信号ＲＥＶ（図５１（Ａ））とを参照して、プレチルト信号（非画像信
号）およびデータ信号（画像信号）の極性を反転させる。ここで、極性が反転するとは、
コモン電圧に対してプラス（＋）、マイナス（－）を変わることをいう。
【０３１５】
　具体的には、チャージシェア制御信号ｃｓｈａ’による短絡時と、チャージシェア制御
信号ｃｓｈｂ’による短絡時（図５１（ｂ））と、で互いに極性の異なる電圧をソースラ
インＳＬｎ、ＳＬｎ＋１に印加する。
【０３１６】
　次に、図５２に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動を、図５１を参照して
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説明する。図５１において、（Ａ）はリバース信号ＲＥＶを示す波形図である。（ａ）～
（ｆ）は、図５２に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動方法を説明するため
の波形図であり、図４８の（ａ）～（ｆ）にそれぞれ対応するものである。図５１に示す
各波形において、図４８に示す波形と共通する点については、その説明を省略し、異なる
点のみを説明する。図４８と異なる点は、（ｃ）において水平走査期間の間の非画像信号
を、液晶分子をプレチルトさせるための電位であるプレチルト信号ＰＴとする点である。
好ましいプレチルト信号については、１Ｈ反転の場合と同様であるので、説明を省略する
。
【０３１７】
　上記の構成によれば、図５１（ｆ）の非画像信号入力時に液晶は若干傾いた状態となる
ので尾引きを改善できる。なお、図５１（ｃ）（ｄ）に示すように、後のフレームにおい
て画素に印加する画像信号（Ａ１、選択パルスＡ２）の極性と、前のフレームで画素へ印
加する最後のプレチルト信号（Ａ３、選択パルスＡ４）の極性とは、同じ極性であること
が望ましい。これにより、画素の充電率向上に有利となる。同様に、次の走査ラインにお
いても、図５１（ｃ）（ｅ）に示すように、画像信号Ｂ１（選択パルスＢ２）の極性と、
プレチルト信号Ｂ３（選択パルスＢ４）の極性とは、同じ極性であることが望ましい。な
お詳細は説明しないが、この方法は実施形態１にも適用することが可能であることは明ら
かである。図５１（ｃ）に示すように、チャージシェア信号Ｃｓｈは１水平走査期間毎に
出力するが、図５２の第３の極性反転電源１１３において、プレチルト信号の反転タイミ
ングを２水平走査期間毎としている点である。こうすることで、図５１（ｃ）のように、
プレチルト信号および画像信号とも２水平走査期間毎に極性が反転するので焼き付きを防
止することができる。
【０３１８】
　また、チャージシェア制御信号Ｃｓｈに対応する非画像信号の極性はあとに続く水平走
査期間の極性に揃える方が、充電率向上に有利となる。図５７（ａ）～図５７（ｃ）を用
いて、この点について説明する。図５７（ａ）は、非画像信号Ｃ１の極性が後に続く水平
走査期間ｈ２のデータ信号の極性と等しい場合の理想波形を実線で示すものであり、図５
７（ｂ）は、非画像信号Ｃ２の極性が後に続く水平走査期間ｈ２のデータ信号の極性と異
なる場合の理想波形を破線で示すものであり、図５７（ｃ）は、非画像信号の極性が後に
続く水平走査期間のデータ信号の極性と等しい場合（実線）と異なる場合（破線）の実際
の波形である。この図において、Ｐｗは、走査信号線に印加される画素データ書込パルス
である。図５７（ａ）～図５７（ｃ）において、ＶＳｄｃはデータ信号の直流レベルであ
り、＋ＰＶはプラスプリチャージ電位であり、－ＰＶはマイナスプリチャージ電位である
。
【０３１９】
　図５７（ｃ）に示すように、データ信号線には様々な容量があるため波形がなまる。こ
のとき、図５７（ａ）の場合と図５７（ｂ）の場合では、図５７（ｃ）にそれぞれ示され
るように波形がなまっており、たとえばＤｆで示している箇所では、極性が等しい場合（
実線）の方が、極性が異なる場合（破線）と比べて、電位が高く、且つ設定電位に到達す
る時間も早い。
【０３２０】
　したがって、極性が等しいほうが画素の充電率向上には有利となる。この方法は図５８
（ａ）～図５８（ｃ）に示すように実施形態１にも同じく適用することができる。つまり
、さらには非画像信号を選択せず画素に印加しない場合においても充電率的に有利となる
。
【０３２１】
　なお、本発明における互いに隣接する水平走査期間の境界とは、例えば、図５７（ａ）
、図５７（ｂ）および図５８（ａ）、図５８（ｂ）においては、水平走査期間ｈ１と水平
走査期間ｈ２との間、すなわち、非画像信号Ｃ１またはＣ２が印加されている部分のこと
を意味する。そして、非画像信号が印加された直後の水平走査期間とは、例えば、非画像
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【０３２２】
　以上のように、第３の極性反転電源１１３は、２水平走査期間ごとに極性が反転すると
ともに、隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性を有する電圧を、各ソースライン
（データ信号線）に共通に与えるものである。従って、片側極性にて生じる焼き付きを防
止することができるとともに、いわゆるドット反転駆動にて駆動させることができるので
フリッカを防止することもできる。
【０３２３】
　なお、ここでは、第３の極性反転電源として、２水平走査期間ごとに極性が反転すると
ともに、隣接するデータ信号線同士は互いに異なる極性を有する電圧を、各ソースライン
（データ信号線）に共通に与えるものを例に挙げて説明した。しかしながら、本発明にお
いて、第３の極性反転電源は、複数の水平走査期間ごとに極性が反転する固定電圧を各デ
ータ信号線に共通に与えるものであればよい。これによれば、片側極性にて生じる焼き付
きを防止することができる。
【０３２４】
　続いて、ソースドライバ３の出力部１３のさらに他の実施形態について説明する。図５
６は、ソースドライバ３の出力部１３の別の実施例の構成を示す図である。図５５（Ａ）
および（ａ）～（ｇ）は、図５６に示す出力部１３を備えたソースドライバ３の駆動方法
を説明するための波形図である。
【０３２５】
　図５６に示す出力部１３の構成は、図４２とほぼ同じであり、図５５に示す各波形は、
図４３とほぼ同じである。そのため、ここでは異なる点のみを説明する。異なる点は、図
５５（ｃ）（ｄ）に示すように、チャージシェア信号は１水平走査期間毎に出力するが、
図５６に示す第３の極性反転電源１１３において、プレチルト信号の反転タイミングを２
水平走査期間毎としている点である。つまり、第３の極性反転電源１１３に入力するチャ
ージシェア制御信号Ｃｓｈ（図５１（ｂ））とリバース信号ＲＥＶ（図５１（Ａ））とを
参照して、プレチルト信号（非画像信号）およびデータ信号（画像信号）の極性を反転さ
せる。このようにして極性反転を行なうことで、図５５（ｆ）（ｇ）のように隣接するソ
ースラインＳＬｎ・ＳＬｎ＋１で極性が反転される（すなわち、ドット反転される）とと
もに、プレチルト信号および画像信号とも２水平走査期間毎に極性が反転するので、フリ
ッカを防止するとともに、焼き付きを防止することができる。
【０３２６】
　なお、本実施の形態では、実施の形態１と共通する点についてはその説明を省略してい
る。そして、１水平走査期間ごとに極性を反転させる構成以外の構成については、実施の
形態１において説明した構成を本実施の形態２の構成と組み合わせて実施することもでき
る。つまり、実施の形態１において説明した構成と実施の形態２の構成とを適宜組み合わ
せて本発明を実施することもでき、これらも本発明の範疇に含まれる。
【０３２７】
　また、本発明は、上記した主要な特徴から逸脱することなく、他のいろいろな形で実施
することができる。そのため、上述の実施形態はあらゆる点で単なる例示にすぎず、限定
的に解釈されるべきではない。本発明の範囲は特許請求の範囲によって示すものであって
、明細書本文には、なんら拘束されない。さらに、特許請求の範囲の均等範囲に属する変
形や変更、プロセスは、全て本発明の範囲内のものである。
【産業上の利用の可能性】
【０３２８】
　本発明の液晶表示装置は、液晶ディスプレイを用いる製品に用いることができ、特にテ
レビに好適に利用することができる。
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